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元気！霧島
パワーアップ・プラン

未来に向けた活力創造予算



未
来
に
向
け
た
活
力
創
造
予
算

３
月
定
例
議
会
が
２
月
18
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
開
か
れ
、

前
田
終
止
市
長
は
平
成
25
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
施
政
方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
施
政
方
針

元
気
！
霧
島

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ・プ
ラ
ン

自然にやさしいまちづくり活力ある産業のまちづくり育み磨きあう  まちづくりたすけあい支えあうまちづくり共生・協働のまちづくり新たな行政経営によるまちづくり 快適で魅力あるまちづくり
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本
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

て
80
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き

年
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

に
向
け
て
挑
戦
の
年
に
な
る
と
期

待
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
世
界
に

ひ
ら
く
、
人
と
自
然
・
歴
史
・
文

化
が
ふ
れ
あ
う
都
市
」
の
実
現
の

年
と
言
え
ま
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
、
平
成
25
年

度
の
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
市
長
就
任
以
来
、
一
貫
し
て

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、

「
市
民
が
主
役
」
の
信
念
の
も
と
、

民
意
を
第
一
に
現
場
主
義
を
最
優

先
と
し
て
、「
開
か
れ
た
市
政
」

「
活
力
あ
る
市
政
」「
公
正
公
平

な
市
政
」
の
３
つ
の
基
本
姿
勢
を

モ
ッ
ト
ー
に
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
政
策
を
進
め
な
が
ら
、「
地

域
力
」「
市
民
力
」
と
行
政
が
「
共

生
・
共
働
・
共
助
」
し
て
「
元
気
！

霧
島
・
市
民
力
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
「
こ
の
ま

ち
に
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ

た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
質
の

高
い
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し

て
、
精
い
っ
ぱ
い
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
私

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
「
第
一
次
霧

島
市
総
合
計
画
」
の
７
つ
の
基
本

政
策
に
基
づ
き
、
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
が
、
私
の
２
期
目

の
任
期
の
最
終
年
度
に
当
た
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

も
と
よ
り
、
合
併
の
検
証
を
し
な

が
ら
、
市
政
の
課
題
解
決
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
市
政
に
対
す
る
意
見
交
換
の
機

会
と
し
て
、「
一
日
移
動
市
長
室
」

や
「
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
」

を
継
続
し
て
実
施
し
、
的
確
か
つ

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

新
年
度
予
算

本
市
の
財
政
状
況
は
、「
第
２

次
霧
島
市
経
営
健
全
化
計
画
」
を

は
じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革
に
関

す
る
計
画
に
沿
っ
た
市
政
経
営
の

結
果
、
市
債
残
高
の
縮
減
や
基
金

残
高
の
確
保
な
ど
で
一
定
の
成
果

を
上
げ
て
お
り
、
財
政
の
健
全
性

は
引
き
続
き
確
保
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
目
ま
ぐ
る
し

い
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

市
税
な
ど
の
安
定
的
な
増
収
は
期

待
で
き
な
い
ほ
か
、
少
子
高
齢
化

な
ど
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の

大
幅
な
自
然
増
な
ど
厳
し
い
状
況

が
継
続
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、

地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
が

平
成
32
年
度
ま
で
で
終
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
予
算
規
模

の
縮
減
を
図
り
予
算
の
収
支
を
均

衡
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

本
市
の
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
、「
第
一
次
霧
島
市

総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
「
人
と
自

然
が
輝
き
、
人
が
拓
く
、
多
機
能

都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
７

つ
の
政
策
分
野
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
、「
持
続
可
能
な
健
全

財
政
の
確
立
」、「
将
来
の
市
民
負

担
軽
減
」、「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
の
推
進
」、「
市
民
へ
の
説

明
責
任
」
の
基
本
方
針
の
下
、
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
総

合
計
画
と
予
算
を
連
動
さ
せ
一
層

の
効
率
化
・
合
理
化
を
図
り
、
霧

島
市
の
将
来
を
見
通
し
、
喫
緊
の

課
題
に
的
確
に
対
処
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、「
元
気
！
霧
島
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
・
プ
ラ
ン
」
と
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
な
ど
の
市
単
独
の

追
加
経
済
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
ほ

か
、
大
隅
国
建
国
１
３
０
０
年
記

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
市

長
の
部
屋（
こ
れ
か
ら
の
市
政
）」に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

平
成
17
年
11
月
７
日
、
霧
島
市

制
が
施
行
さ
れ
、
初
代
霧
島
市
長

と
し
て
市
政
運
営
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の

で
７
年
余
り
が
経
過
し
、
迎
え
る

平
成
25
年
度
が
、
い
よ
い
よ
２
期

８
年
間
に
お
け
る
集
大
成
の
年
度

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
議
会
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
市
政
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
、
ご
提
言
、
ご
批

判
な
ど
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
こ
と
を
真し

ん

摯し

に
、
そ
し
て

前
向
き
に
受
け
止
め
、
全
身
全
霊

を
傾
け
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

合
併
協
定
で
新
市
に
お
い
て
調

整
・
検
討
す
る
と
さ
れ
て
い
た
多

く
の
項
目
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
難
し
い
課
題
な
ど
を
抱
え

て
い
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
方
針
決
定
に
向
け
て
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
合
併
協

議
会
で
の
調
整
項
目
で
あ
る
Ａ
ラ

ン
ク
に
お
い
て
は
、
83
項
目
の
う

ち
、
こ
れ
ま
で
に
78
項
目
の
方
針

を
決
定
い
た
し
て
お
り
、
残
り
５

項
目
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
国
民
の
期
待
を
背
負
い

な
が
ら
「
日
本
経
済
の
再
生
」
を

掲
げ
る
第
２
次
安
倍
内
閣
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
安
倍
晋
三
首
相

は
、
所
信
表
明
演
説
の
中
で
、
わ

が
国
に
と
っ
て
最
大
か
つ
喫
緊
の

課
題
は
、
経
済
の
再
生
で
あ
り
、

大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財

政
政
策
、
そ
し
て
民
間
投
資
を
喚

起
す
る
成
長
戦
略
と
い
う
「
三
本

の
矢
」
で
経
済
再
生
を
推
し
進
め

る
こ
と
を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
中
、

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
こ
れ
に

呼
応
す
る
と
と
も
に
、「
元
気
！

霧
島
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
・
プ
ラ
ン
」

と
銘
打
ち
、
新
年
度
予
算
で
は
市

独
自
の
経
済
対
策
を
講
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

本
市
で
は
現
在
、
霧
島
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
を
は
じ
め
多

く
の
市
政
に
関
係
す
る
計
画
を
策

定
中
で
あ
り
、
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
な
ど
の
実
現
に
向
け
て
、

着
実
に
諸
施
策
を
進
め
、
霧
島
市

勢
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
大お

お

隅す
み

国の
く
にが
和
銅
６
（
７
１

３
）
年
に
建
国
さ
れ
て
１
３
０
０

年
に
当
た
り
、
来
年
３
月
に
は
日

念
事
業
や
「
産
業
・
商
工
・
観
光

振
興
」、「
健
康
・
福
祉
・
子
育
て
」、

「
安
心
・
安
全
」、「
教
育
・
文
化

振
興
」、「
環
境
」、「
情
報
発
信
」

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め

に
、
総
額
５
３
０
億
１
２
０
０
万

円
の
「『
霧
島
・
元
気
な
ふ
る
さ

と
再
生
予
算
２
０
１
３
』
～
未
来

に
向
け
た
活
力
創
造
予
算
～
」
を

編
成
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と

総
額
で
は
１
・
４
％
減
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
の
さ

ら
な
る
活
性
化
を
最
優
先
し
た
こ

と
か
ら
、
特
殊
要
因
を
除
い
た
予

算
額
で
は
前
年
度
比
２
・
２
％
増

の
積
極
予
算
で
あ
り
、
一
般
財
源

の
不
足
額
20
億
８
０
０
０
万
円
は

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
対

応
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
も
「
第
２
次
霧
島

市
経
営
健
全
化
計
画
」
な
ど
に

沿
っ
た
市
政
経
営
に
取
り
組
み
、

財
政
健
全
化
を
一
層
加
速
さ
せ

「
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
健

全
財
政
」
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま

す
。



物件費
68億9,308万円

（13.3％）

『霧島・元気なふるさと再生予算2013』～未来に向けた活力創造予算～
平成25年度当初予算

霧島市の平成25年度当初予算が平成25年第１回市議会定例会で審議され、３月27日に可決成立しました。
今回は、その内容について概要をお知らせいたします。

※この予算を編成するにあたっての方針や考え方については、P2〜3の「平成25年度施政方針」をご覧ください。

●各会計予算規模

●歳出の目的別分類の状況（一般会計）

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 550500
（億円）

消防費 2,179（4.1% ）　農林水産業費 1,872（3.5% ）　商工費 2,211（4.1% ）　その他 1,003（1.8% ）

一般会計歳入歳出総額530億1,200万円

地方交付税
14,250（26.9% ）

市債
6,217（11.7% ）

国庫支出金
7,463（14.1% ）

県支出金
3,136（5.9% ）

使用料手数料
1,505（2.8% ）

人件費
10,031

（18.9%)

その他
172（0.4% ）

災害復旧事業費
169（0.3% ）

繰出金
3,619（6.8% ）

補助費等
3,818（7.2% ）

維持補修費
965（1.8% ）

●歳入の状況（一般会計）

公債費
8,470（16.0% ）

物件費
6,537

（12.3% ）

分担金負担金
639（1.2% ）

その他
863（1.6% ）

繰入金
2,115（4.0% ）

地方消費税
交付金

1,145（2.2% ）

地方譲与税
641（1.2% ）

その他
256（0.5% ）

市税
14,782（27.9% ）

扶助費
11,519

（21.7% ）

●歳出の性質別分類の状況（一般会計）

自主財源
19,904（37.5%）

依存財源
33,108（62.5%）

義務的経費
30,020（56.6％）

投資的経費
7,881（14.9％）

その他の経費
15,111（28.5％）

普通建設事業費
7,712（14.6％）

区　　　　分 平成25年度 平成24年度 増　減　額 増減率
市 民 税 58億9,850万円 57億6,450万円 1億3,400万円 2.3%
固 定 資 産 税 70億1,467万円 72億5,241万円 △2億3,774万円 △3.3%
軽 自 動 車 税 3億1,600万円 3億 600万円 1,000万円 3.3%
市 た ば こ 税 9億3,000万円 8億5,000万円 8,000万円 9.4%
都 市 計 画 税 5億  800万円 6億5,800万円 △1億5,000万円 △22.8%
そ の 他 1億1,501万円 1億 501万円 1,000万円 9.5%

合　　　　　計 147億8,218万円 149億3,592万円 △1億5,374万円 △1.0%

●市税の内訳

霧 島市の平成25年度一般会計当初予
算の市民一人あたりの予算額は、次

のとおりとなっています。（総額530億
1,200万円を平成25年２月１日現在の人
口128,229人で計算）
特に、児童、高齢者、障がい者の福祉

のための予算（民生費）や、これまでに
施設整備のために借りたお金の返済のた
めの予算（公債費）、総務費、土木費な
どの構成比が大きくなっています。平成
24年度と比較すると、民生費、ごみ、し
尿の処理や健康増進のための予算（衛生

費）などが増額、公債費、消防費などが
減額となり、市民一人あたりの予算額は、
413,417円（対前年度比6,596円の減）と
なりました。

●市民一人あたりの予算（一般会計）

平成25年度

平成24年度
民生費
17,136

（31.9%）

公債費
8,659

（16.1%）

総務費
6,163

（11.5%）

土木費
5,975

（11,1%）

衛生費
3,656

（6.8%）

教育費
4,885

（9.1%）

区　　　　分 平成25年度 平成24年度 増　減　額 増減率
一 般 会 計 530億1,200万円 537億3,900万円 △7億2,700万円 △1.4％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 150億2,407万円 147億2,963万円 2億9,444万円 2.0％
後期高齢者医療特別会計 11億9,174万円 11億4,114万円 5,060万円 4.4％
介 護 保 険 特 別 会 計 96億4,430万円 87億2,360万円 9億2,070万円 10.6％
交通災害共済事業特別会計 2,492万円 2,632万円 △140万円 △5.3％
下 水 道 事 業 特 別 会 計 16億1,365万円 15億9,146万円 2,219万円 1.4％
温 泉 供 給 特 別 会 計 8,300万円 8,374万円 △74万円 △0.9％
小 計 275億8,168万円 262億9,589万円 12億8,579万円 4.9％

合　　　　　計 805億9,368万円 800億3,489万円 5億5,879万円 0.7％

教育費
37,834円

学校の管理運営や施
設整備および生涯学
習の推進などに

民生費
139,410円
児童、高齢者、障が
い者の福祉推進など
に

公債費
66,050円

これまでの施設整備
などで借りたお金の
返済に

総務費
48,545円

総務管理、財産管理、
企画調整、地域振興、
税務事務などに

土木費
46,421円

道路、公園、公営住
宅の整備などに

その他
12,859円

商業、観光の振興お
よび市議会運営、災
害復旧などに

農林水産業費
13,621円

農業、林業、畜産業、
水産業の振興などに

消防費
15,356円

消防活動や救急業務
などに

衛生費
33,321円

健康増進事業やごみ、
し尿の処理などに

市民一人あたりの予算

413,417円
（対前年度6,596円減） （対前年度5,477円増） （対前年度1,626円減） （対前年度376円増） （対前年度280円減）

（対前年度12,528円増）（対前年度1,012円減）（対前年度1,671円減）（対前年度4,748円増）（対前年度350円増減）

※�人口は平成25年２月１
日現在の128,229人

平成25年度
一般会計当初予算

530億
1,200万円

（100.0％）

平成25年度
一般会計当初予算

530億
1,200万円

（100.0％）

『霧島・元気なふるさと再生予算2013』
～未来に向けた活力創造予算～平成25年度当初予算

単位：百万円、（　）内は構成比
消防費 1,969（3.7% ）　農林水産業費 1,747（3.3% ）　商工費 708（1.3% ）　その他 940（1.8% ）

民生費
17,876

（33.7%）

公債費
8,470

（16.0%）

総務費
6,225

（11.7%）

土木費
5,953

（11.2%）

衛生費
4,273

（8.1%）

教育費
4,851

（9.2%）

一般経費517.4億円 一般経費523.1億円

（経営健全化計画目標値518億円）

追加経済対策5.5億円　New！
特殊要因（工業団地）1.5億円

計画超過5.1億円（経営健全化計画目標値525億円）

特殊要因（工業団地事業）
20億円

予算総額　530.1億円（530億1,200万円）予算総額　537.4億円（537億3,900万円）
平成24年度一般会計予算 平成25年度一般会計予算

計画
達成

経営健全化
計画目標ライン
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区　　　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度
市債借入額 48億7,690万円 59億 960万円 62億1,730万円
公　債　費 86億4,588万円 86億5,889万円 84億6,950万円
市 債 残 高 681億8,645万円 686億5,085万円 674億 340万円

●市債残高
◎年度ごとの推移（一般会計）

※市債借入額、公債費は当初予算額（一時借入金は除く）
※市債残高の24年度、25年度は見込額

区　　　分 平成23年度 平成24年度 平成25年度
財 政 調 整 基 金 76億5,019万円 72億3,247万円 51億6,924万円
減 債 基 金 17億 493万円 16億8,928万円 16億9,246万円
特定建設事業基金 24億9,418万円 26億4,901万円 26億5,610万円
その他特定目的基金 61億5,579万円 62億2,779万円 62億 661万円

合　　計 180億 509万円 177億9,855万円 157億2,441万円

●基金残高

※24年度、25年度は見込み額

自主財源	 ：市税、分担金および負担金、使用料および手数料など自主的に収入ができる財源で、行政活動の自主性と安定性を確保できる
かどうかの尺度になるもの。

依存財源	 ：�地方交付税、国庫支出金、県支出金など、国、県から定められたり、割り当てられたりするもの。
義務的経費	 ：�歳出のうち、その支出が義務付けられ、任意に削減できない経費で、極めて硬直性の強い経費。
人件費	 ：�職員給、議員報酬、各種委員報酬、退職手当負担金など。
扶助費	 ：�生活保護法、児童福祉法、老人福祉法などに基づき支出する経費。
公債費	 ：�市債の元利償還金および一時借入金利子の合計額。
投資的経費	 ：�支出の効果が資本形成に向けられ、道路建設や学校建設など将来に残るものに支出される経費。
普通建設事業費	 ：�道路、橋りょう、学校、庁舎など公共用または公用施設の新増設などの建設事業に要する経費。
物件費	 ：�消費的性質の経費で、賃金、旅費、交際費、需用費、役務費、備品購入費、委託料、使用料及び賃借料など。
維持補修費	 ：�市が管理する公共用施設などの効用を保全するための経費。
繰出金	 ：�一般会計と特別会計または特別会計相互間において支出される経費。

【用語解説】

入　
湯　
税

事　業　名 入 湯 税
１．消防施設等整備事業 3,004 
２．観光施設整備事業 10,055 
３．観光振興事業 101,942 

合　　計 115,001 

都
市
計
画
税

事　業　名 都市計画税
１．土地区画整理事業 156,946 
２．街路事業 65,989 
３．公園事業 53,783 
４．下水道事業 191,538 
５．その他都市計画事業 14,095 
６．公債費 25,649 

合　　計 508,000 

●入湯税および都市計画税の
　充当事業

※�入湯税は環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設、観光施設、消防施設などの整備および観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉浴場における入湯に対
し、入湯客に課す目的税です。
※�都市計画税は都市計画事業（道路・公園・下水道）または土地区画整理事業に要する費用に充てるため、都市計画法による都市計画区域内の一部の土地また
は家屋に課す目的税です。

（単位：千円）

（単位：千円）

●市債残高（億円）

（億円）

●財政調整に活用可能な３基金残高
【財政調整基金・減債基金・特定建設事業基金の計】
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120◎年度ごとの推移（一般会計）

23年度

23年度

24年度

24年度

25年度

25年度

霧 島市は、平成20年度から平成
29年度までを計画期間とする

「第一次霧島市総合計画」に沿って市
政経営をしていくこととしています。
その中で、まちづくりの課題を29施

策として、そのうち前期５か年の目標
達成度が高い施策をさらに伸ばす観点
および、達成度が低い施策の改善を図
る観点から、次の４つの施策を「重点
施策」と位置づけています。

快適で魅力あるまちづくり たすけあい支えあうまちづくり 活力ある産業のまちづくり
❶ 生活基盤の充実 ❷ 子育て環境の充実 ❸ 農・林・水産業の振興 ❹ 観光業の振興

１．市営住宅改善事業 103,532 １．子ども医療費助成事業 288,940 １．子牛育成牛舎整備助成事業 4,500 １．観光客誘客事業 6,059 
２．土地区画整理費 674,400 ２．養育医療費給付事業 22,635 ２．農道・用排水路整備事業 81,573 ２．国立公園「霧島」指定80周年記念事業 1,200 
３．公園整備事業 32,715 ３．妊婦健康診査事業 121,138 ３．農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 32,346 ３．外国人観光客誘致促進事業 4,836

４．児童手当支給事業 2,375,395 ４．団体営農業用河川工作物応急対策事業 10,200 
５．農業公社設立準備事業 4,522 
６．青年就農給付金事業 14,250 
７．霧島産物等ブランド確立PR事業 7,126 

そ　の　他　の　施　策
自然環境の保全・生活環境の向上 学校教育の充実 市民参加によるまちづくりの推進 その他
１．合併処理浄化槽設置整備事業 168,427 １． 特別支援教育推進事業（小・中学校） 37,000 １． 無線・有線放送施設整備支援事業 99,669 １．横川総合支所整備事業 231,358 
２．公共下水道整備費 492,800 ２．いじめ・不登校問題対策サポート事業 8,304 ２．地区自治公民館等の集会施設 ２．住宅リフォーム支援事業 51,205 
３．特環下水道整備費 35,500 ３．子どものサポート体制整備事業 3,696 　　等整備支援事業 32,231 ３．プレミアム付商品券発行助成事業 108,000 
４．10万本植林プロジェクト事業 10,129 ４．学校施設整備事業（小・中学校） 279,277 ３．移住定住促進事業 32,420 ４．中小企業経営改善促進助成事業 40,000 
５．住宅用太陽光発電導入支援事業 78,589 ５．中学校武道場整備事業 6,000 ５．国分総合プール競泳用自動計時審判装置更新 18,000 
６．生物多様性保全推進支援事業 4,532 ６．国分中央高校活性化事業 10,836 ６．まきのはら運動公園パークゴルフ場増設事業 84,000 
７．河川景観保全アダプト（里親）制度推進事業 3,924 ７．国分中央高校施設整備事業 320,981 ７．補聴器助成事業 740 

 

元気！霧島パワーアップ・プラン（市単独追加経済対策）
＜具体的事業＞（一部は再掲） ＜期待する効果＞

企業・事業者向け 雇用拡大（維持）
１．中小企業経営改善促進助成 40,000 事業拡大（改善・継続）
２．利子補給制度 58,000 企業マインドの改善
３．地場産品優先利用（購入）やPR （編成方針） 個人消費拡大

個人向け 省エネ・防災・
１．プレミアム付商品券の発行助成 108,000 少子高齢化対応の促進

２．住宅リフォーム支援制度 51,205 生活者の安心感醸成
３．子ども医療費助成制度 288,940 

●重点的に実施する主要事業

（単位：千円）

（注）掲載した事業は、予算の中から「重点施策」と「その他の施策」ごとに、「新規」事業と特色ある事務事業および事業費を掲載しています。

【さらに伸ばす観点から】
❶ 生活基盤の充実　　
❷ 子育て環境の充実 

【改善を図る観点から】
❸ 農・林・水産業の振興 
❹ 観光業の振興  

116118

子育て支援センター

95

682 687 674

『霧島・元気なふるさと再生予算2013』
～未来に向けた活力創造予算～平成25年度当初予算

POWER UP
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●❸
●❻

●❶●❺

●❼

●❹

●❷

●❿

●⓫

●⓬

●❾

【丹後国】
現在の京都府北部にあたります。現
在の丹波・丹後地域に置かれた「丹
波国」から５郡を分けて誕生。〈国
力＝中国、距離＝近国〉

【美作国】
現在の岡山県北東部にあたります。畿内か
ら出雲に通じる交通の要衝で製鉄の盛ん
な土地でした。備前国から６郡を分けて誕
生。〈国力＝上国、距離＝近国〉

【大隅国】
〈国力＝中国、距離＝遠国〉

大隅国と同時期に建国1300年を迎える国々

強い信念と愛郷心。過去の人々から学ぶべきものがここにある

奈
良
時
代
が
始
ま
っ
た
７
１
０（
和
銅
３
）

年
前
後
、
朝
廷（
政
府
）は
全
国
を
支
配

す
る
た
め
に
、
各
地
に
国（
現
在
の
都
道
府
県
）

を
置
き
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
が
政
治
の

主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
大
隅
半
島
付
近
に
は
、
７
１
３
年
４
月

３
日（
新
暦
で
は
５
月
５
日
）、日ひ

ゅ
う
が
の
く
に

向
国
に
属
し
て

い
た
肝き

も

坏つ
き

・
囎そ唹
・
大
隅
・
姶あ

い

の
４
つ
の
郡
を

分
け
て
、「
大お

お
す
み
の
く
に

隅
国
」が
誕
生
し
ま
す
。国
に
は「
国

府
」と
呼
ば
れ
る
政
治
の
中
心
地
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
県
庁
所
在
地
の
よ
う
な
も
の
で
、
大
隅
国

で
は
国
分
府
中
に
置
か
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
で

す
。当

時
、
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
た
人
は
、
こ
の
朝

廷
の
動
き
を
ど
う
捉
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
は「
ハ
ヤ
ト
」と
呼
ば
れ
る
人
々
が
住

ん
で
お
り
、
大
隅
国
建
国
に
対
し
て
、
大
規
模
な

抵
抗
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。な
か
で
も
、

７
２
０
年
に
国

く
に
の

守か
み（

国
の
長
官
）で
あ
る
陽や

こ

侯の
ふ
ひ
と史

麻ま

呂ろ

の
殺
害
か
ら
始
ま
る
戦
い
が
最
も
大
き
な
も

の
で
し
た
。こ
の
時
、
多
く
の
ハ
ヤ
ト
が
命
を
落

と
し
、
そ
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
隼
人
塚
と
隼
人

の
首
塚
は
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
経
て
建
国
に
至
っ
た
大

隅
国
。建
国
は
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
決
し
て

お
祝
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
府
が
こ
の
地

に
置
か
れ
、
大
隅
国
分
寺
や
守も

り

公き
み

神
社（
現
在
の

祓は
ら
い

戸ど

神
社
）、大
隅
正し

ょ
う

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う（

現
在
の
鹿
児
島
神

宮
）な
ど
多
く
の
寺
社
仏
閣
が
建
て
ら
れ
、
政
治

経
済
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
の
で
す
。

今
年
は
講
演
会
や
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
大
隅
国
の

謎
に
迫
る
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
。歴
史
を
語

り
続
け
る
史
跡
も
市
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
ま
ち
の
歴
史
や
魅
力
に
ふ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

広
報
き
り
し
ま
で
は
１
月
号
か
ら「
郷
土
史
へ

の
扉
」の
コ
ー
ナ
ー
で
大
隅
国
に
つ
い
て
連
載

し
て
い
ま
す
。今
後
の
イ
ベ
ン
ト
も
随
時
広
報

し
て
い
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１
１
９

大隅国ゆかりの地

❶祓
はらい

戸
ど

神社
大隅国の国府が置かれたと
される場所にある。ここに鎮
座する神社は本来、守公（も
りきみ）神社と称され、大隅
国にある多くの神社の中心
となる総社だったといわれ
ている。後に祓戸神社と改名。

❹風
こが

の杜（歌枕の地）
歌に詠まれる名所のひとつ。
当時は離島への船着き場で、
風光明媚な場所だった。『長
門本平家物語』によると鬼
界ヶ島に流された藤原成経、
俊寛らはこの辺りから出発
したといわれる。

❽台明寺跡〔日
ひ

枝
え

神社〕
郡田川の上流にあった寺で白
鳳年間の創建といわれる。『三
国名勝図会』にも記載のある
由緒ある寺だが、現在は歴代
住職の墓などが残るのみ。近
くに台明寺に付属した日枝神
社（写真）がある。

❷大隅国分寺跡【国】
国ごとに僧寺と尼寺の建立
を命じた聖武天皇。大隅国
分寺は奈良時代末期から平
安時代初期にかけて建立さ
れたといわれる。現在は
1142（康治元）年の銘のある
六重層塔と石像が残る。

❺気
けしき

色の杜（歌枕の地）
玉葉集など和歌集にも詠ま
れている、大隅国でも有名
な名勝地。都と往来のあっ
た国府の近くにあるため、
都でも風光明媚な場所とし
て有名だった。近くから仮
名墨書土器が出土した。

❾韓
から

国
くに

宇
う

豆
ず

峯
みね

神社
『続日本紀』によると大隅国設
置の翌年、朝廷はハヤトを教
導するため、豊前国から200戸
（約5,000人）の民を移住させ
ている。その際、韓国神も移
動して建立した神社と伝えられ
ている。

❸鹿児島神宮【県】
927（延長５）年にできた延喜
式（えんぎしき）神名帳にも名
前が残る古い神社。「鹿児島神
社」、「八幡正宮」、「大隅正（しょ
う）八幡宮」、「鹿児島神宮」と時
代によって改称。大隅国一宮
として厚い信仰を受けてきた。

❻奈
な

気
げ

木
き

の杜（歌枕の地）
古今集や金葉集などに歌が収
められている名所。神話に登
場する蛭児（ひるこ）神の話を
元に、イザナギ・イザナミ命
がわが子の障害を嘆き悲しん
だことからこの名がついたと
いわれる。蛭児神社境内の森。

❼気
けしき

色が濱（歌枕の地）
歌に詠まれる名所のひとつ。
江戸時代末期に書かれた『三
国名勝図会』には、「気色の杜
から南へ1.8㎞ほどのところ
にあり、見通しの良い浜辺
だった」とある。現在の国道
10号が当時の海岸線だった。

❿大
おお

穴
あな

持
もち

神社
創建年月は不明だが、927（延
長５）年にできた延喜式神名
帳に名前が残る古い神社。祓
戸神社の真南に位置する。も
ともと神造島に祀られていた
が、後に現在の所に遷座され
たという。

⓫隼人塚【国】
建立については「ハヤトの霊
を慰めるため」、「正国寺跡」
などの諸説があり、1000年
ほど前の平安時代後期の建造
物と見られる。丘の上に五重
石塔３基と四天王石像４体が
立つ。

⓬隼人の首塚
江戸時代末期に書かれた『三
国名勝図会』に、止上神社の
南西に隼人の首塚があると
記されている。ハヤトの霊
を鎮めるためにつくられた
といわれる。現在も田んぼ
の中に石碑が立つ。

７
１
３（
和
銅
６
）年
に
建
国
さ
れ
た
大お

お
す
み
の
く
に

隅
国
。

そ
の
中
心
は
霧
島
市
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
こ
こ
で
ど
ん
な
事
が
あ
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
。

建
国
１
３
０
０
年
の
節
目
の
年
に
、

こ
の
ま
ち
の
歴
史
を
た
ど
り
ま
す
。

１
月
か
ら
毎
月
開
催
し
て
い
る
大

隅
国
の
連
続
講
演
会
は
予
想
以
上
に

大
盛
況
で
す
。
皆
さ
ん
が
自
分
の
ま

ち
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
大
隅
国
建
国

に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た「
ハ
ヤ
ト
」。

と
も
す
れ
ば
朝
廷
に
た
て
つ
く
野
蛮

な
民
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
不
義

を
許
さ
な
い
強
い
信
念
と
ふ
る
さ
と

を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
し�

ょ
う
。
時
代
は
違
え
ど
、
国
を
相
手

に
三
度
も
戦
っ
た
鹿
児
島
県
は
珍
し

い
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ

だ
け
気
概
の
あ
る
地
域
性
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
を
生
き
る
私
た
ち

も
自
分
の
信
念
を
持
ち
、
正
し
い
と

思
う
道
を
突
き
進
み
た
い
も
の
。
歴

史
を
学
び
、
未
来
に
生
か
す
。
明
日

へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
た
め
に
、
関
連

イ
ベ
ン
ト
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日時／ 5月12日（日）午前9時～正午　　集合場所／国分シビックセンターお祭り広場
内容／史跡めぐり。徒歩で大隅国府跡などの史跡をめぐります。約4㎞。（小雨決行）

日時／ 5月11日（土）午前10時～午後4時30分　　場所／国分シビックセンター多目的ホール
内容／記念講演（佐藤信東京大学教授）、研究報告、シンポジウム

２日目

１日目

霧島市教育長
髙田肥文

INTERVIEW

大隅国建国1300年記念イベント「大隅国建国がもたらしたもの」を開催します

大お
お
す
み
の
く
に

隅
国

美み
ま
さ
か
の
く
に

作
国

丹た
ん
ご
の
く
に

後
国

ら

【国】国指定史跡、【県】県指定有形文化財（建造物）

※国力による分類＝大国・上国・中国・下国の順
※畿内からの距離による分類＝近国・中国・遠国の順

⃝申込方法＝往復はがきに、氏名、住所、電話番号、参加人数、参加日程【①１日目のみ ②２日目のみ ③両日とも】を記入の上、郵送。
⃝申込期限＝ 5 月 2 日（木）必着。※開始までに受け付けを済ませてください。2 日目は運動に適した服装でご参加ください。
�申・�問＝文化振興課文化財グループ  ☎（42）1119、〒 899-5192 隼人町内山田一丁目 11-11

１
３
０
０
年
前
、

大お
お
す
み
の
く
に

隅
国
の
中
心
は

霧
こ
こ島
市
に
あ
っ
た

●❽

大
隅
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念

参加
無料
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霧島市の単独事業です霧島市の単独事業です

自然に囲まれた場所で暮らしませんか
住宅を新築・購入・増改築された移住者に

住宅リフォーム支援事業を行います

※着工済みのリフォームについては事業の対象となりませんので、ご注意ください。

最大32万円の補助
霧島市では、平成25年度から中山間地

域活性化のため、本市の中山間地域（国分・
隼人の市街地を除く区域）に移住し、住宅
を取得（新築もしくは購入）または増改築
された方を対象に補助金を交付する新たな
移住定住促進制度をスタートします。
※�市外からの転入者だけでなく、市街地から
の転居者も対象となります。

◎対象期間＝平成25年４月１日から平成28年３月31日までの３年間

補助対象者
①�転入定住者＝基準日（平成25年４月
１日）以後に初めて本市に転入し、本
市の中山間地域に住宅を取得または増
改築する方。
②�再転入者＝本市から転出して５年以上
経過した後、再び基準日以後に本市に
転入し、本市の中山間地域に住宅を取
得または増改築する方。
③�転居定住者＝本市の市街地に３年以上
居住し続けている方で、基準日以後に
本市の中山間地域に転居し、本市の中
山間地域に住宅を取得または増改築す
る方。
※�基準日より前に本市に転入していた方
であっても、転入日から１年以内かつ
基準日以後に本市の中山間地域に住宅
を取得する方（増改築は対象外）は、
特例として補助対象者とします。

～補助対象者の要件～

◦�取得または増改築する住宅に５年以上
居住する意思があり、生活の本拠があ
ること。
◦�補助金申請日において、60歳未満で
あること。
◦�居住地の自治会に加入し、自治会活動
や地区自治公民館活動に参加するこ
と。
◦�配偶者がいる場合は、配偶者も移住定

住すること。
◦�市区町村税に滞納がないこと。
◦�住宅を取得または増改築する日から１
年以内に補助金申請を行うこと。

補助金の種類・額
◦�住宅取得補助金（新築または中古住宅
購入）
土地および住宅の取得経費総額の10

分の１（上限額／新築：100万円、中古
住宅購入：50万円）
◦�住宅増改築補助金
増改築に要した経費（50万円以上に

限る）の２分の１（上限額50万円）
◦�扶養補助金
補助金申請日に中学生以下（義務教育

修了前）の者を扶養している場合、１人
当たり20万円の加算金

区　名 地区自治公民館名 自治会名等

国分地区

東襲山地区自治公民館 春山自治会、重久牧内自治会
清水地区自治公民館 毛梨野自治会、芦谷自治会
木原地区自治公民館 全自治会
川原地区自治公民館 全自治会
上井地区自治公民館 永迫自治会
川内地区自治公民館 口輪野自治会、見帰・鎮守尾自治会
平山地区自治公民館 全自治会
本戸地区自治公民館 全自治会
上之段地区自治公民館 全自治会
塚脇地区自治公民館 全自治会

溝辺地区 全地区自治公民館 全自治会
横川地区 全地区自治公民館 全自治会
牧園地区 全地区自治公民館 中津川４区自治会の一部※1を除く全自治会
霧島地区 全地区自治公民館 全自治会

隼人地区

小浜地区自治公民館 全自治会
宮内地区自治公民館 朝日自治会、上野自治会

日当山地区自治公民館 西光寺自治会、糸走自治会、表木山自治会、安楽自
治会、妙見自治会

松永地区自治公民館 津曲自治会の一部※2
中福良地区自治公民館 全自治会

福山地区 全地区自治公民館 全自治会

本市の中山間地域（規則で定める区域で、補助対象区域のこと）

◎移住者のイメージ図

※�補助金受給対象者、施工業者、施工場所、受付方法などがそれ
ぞれ決まっています。リフォームをお考えの場合は、まずは右
記問い合わせ先までご連絡ください。

移住助成 リフォーム

本市の中山間地域（補助対象区域）

本市の市街地
（国分・隼人の市街地）

市外
市外

①転入定住者

②再転入者

③転居定住者

横川
牧園

霧島

福山

溝辺

隼人の中山間地域

国分の中山間地域

※参加希望の方は電話かファクスで、建築指導課まで申し込みください。

期　日 時　　　間 場　　　所
4/24（水） 14：00～ 15：30（受付＝13：30～） 霧島市民会館
4/25（木） 14：00～ 15：30（受付＝13：30～） 牧園農村活性化センター
4/26（金） 14：00～ 15：30（受付＝13：30～） 隼人農村環境改善センター
5/ 7（火） 19：00～ 20：30（受付＝18：30～） 国分シビックセンター多目的ホール

◎地元業者説明会を開催します
この事業の施工は、市内に本社を有する法人または住所を有する個人事業

者を対象にしています。事前に施工業者の登録が必要ですので、説明会を開
催します。

問い合
わせ先

◎工事等に関すること／建築指導課　☎（64）0954　℻（47）1441
◎事務等に関すること／商工振興課　☎（64）0912　℻（64）0958

市では、直接電話や訪問などによるリフォー
ムの勧誘は一切行っておりません。また、業者
の訪問による勧誘も増加するものと思われます。
不審な勧誘があったり、業者の対応に不安や
疑問を持ったら、すぐに契約しないで、下記に
ご相談ください。

◦霧島市消費生活センター  ☎（64）0964
◦�㈶住宅リフォーム・紛争処理支援センター
（住まいるダイヤル） ☎0570（016）100
※�住宅リフォームに関するトラブルが多発しています。リ
フォームをお考えの場合は、ご家族とよく協議し、見積
書を複数取る、契約書を取るなど心掛けましょう。

補助申し込み
◦�受付日時＝７月１日（月）～３日（水）
午前８時15分～午後５時（国分シビッ
クセンター多目的ホールは午後８時ま
で）

◦�受付場所＝国分シビックセンター多目
的ホール、霧島市役所各総合支所

※�受け付けは先着順です。受け付けの途
中で予算の枠を超えた場合は、その時
点で受け付けを終了します。予算残が
少なくなってきた場合は仮受け付けと
させていただく場合もあります。

※�受け付け時には、申請書一式・見積書・
図面・施工場所の写真などが必要です。
申請書様式は、市ホームページから入
手できます。建築指導課、商工振興課、
各総合支所地域振興課にも用意してあ
ります。

◦�補助対象者
◦�霧島市内に居住し、住民登録を行って

いる方。
◦�リフォームを行う住宅の所有者であり、
そのことを証明できる書類を有する方。

◦�申請者および世帯員全員に市税の滞納
がないこと。

◦�霧島市内に本社を有する法人または住
所を有する個人事業者へ工事の施工を
依頼すること。

◦補助対象住宅
◦�申請者が居住する個人住宅もしくは併
用住宅（併用住宅の場合は、住宅の用
に供する部分のみ対象となる）

◦�申請者が所有し、1年以上の居住実績
のない空家住宅

◦�補助対象工事
◦�市内の事業者が施工し、補助対象工事
の総計が20万円以上であるもの。

【 工事対象 】
◦�居室などの増築、間取りの変更、外壁・
屋根などの改修、床・壁・天井などの改
修、台所・トイレ・浴室・洗面所の改修、

基礎・柱・壁などの耐震補強など
※�工事対象箇所は、行うリフォームによ
り詳細に決まっています。不明な点は、
建築指導課まで問い合わせください。

◦�補助内容
◦�長寿命化住宅のリフォーム
補助対象経費の20％を20万円を上限
に補助

【 加算補助 】
◦�長寿命化リフォームのうち、省エネ・
バリアフリーに該当するリフォームを
行った場合は、その補助対象経費の
10％を10万円を上限に加算補助。（省
エネ・バリアフリーに関する経費が両
方ある場合、合わせて上限が10万円）

◦�安心してリフォームが行えるよう、リ
フォーム瑕

か
疵
し
担保責任保険（リフォー

ム工事時の検査と保証がセットになっ
た保険制度）加入者に対しては、一律
２万円の補助。

長寿命化に関するリフォーム
リフォーム工事費の20%（上限額20万円）

（省エネ・バリアフリーに関する経費が両方ある場合、合わせて上限が10万円）

霧島市木造住宅耐震改修工事
補助事業との併用

昭和56年以前に着工された木造住宅の耐震
改修に対し、30万円を上限に補助を行ってい
ます。今回の住宅リフォーム支援事業にあわ
せ、耐震改修工事も併用して工事をされると、
両事業の合計で、最高62万円の補助金を受給
できる場合もあります。ぜひご活用ください。

省エネ
加算

バリア
フリー
加算

省エネ部分の経費の10%
（上限額10万円）

バリアフリー部分の経費
の10%（上限額10万円）

リフォーム総工事費のうち、省
エネに関する部分の経費が該当

リフォーム総工事費のうち、バリア
フリーに関する部分の経費が該当

注
　
意

最 

大100万円＋αの補助

※1 �中津川４区自治会の一部とは、隼人町松永地区平野部を流れる霧島川沿いで大字隼人町松永に隣
接する大字牧園町下中津川の区域を指す。

※2 津曲自治会の一部とは、津曲自治会のうち春山台地上の区域を指す。

�問＝共生協働推進課おじゃんせ霧島移住定住推進グループ  ☎（64）0988

さらに
お得!!
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【
対
象
者
】

霧
島
市
に
住
所
が
あ
る
満
70
歳

以
上
の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。

※�

配
布
日
以
降
平
成
26
年
３
月
末

ま
で
に
70
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、

誕
生
月
以
降
に
長
寿
・
障
害
福

祉
課
、
隼
人
福
祉
課
、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
で
受
領
で
き

ま
す
。

【
交
付
内
容
】

⃝
�

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
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平成25年度のいきいきチケットを下記の日程で交付
しますので、指定の場所で受領してください。当日都合
の悪い方は、交付日程最終日以降に、長寿・障害福祉課、

隼人福祉課、各総合支所市民福祉課で受領してください。

≪国　分≫
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名

4/22 
（月）

東その山
公民館 9：00〜10：15

剣之宇都・岩戸・道場口・妻屋・止上・重久・
重久団地（1 〜 3）・岩戸温泉ニュータウン・
岩戸ニュータウン・サンヒルズ重久・新重久団
地・重久共済住宅

清水公民館 13：20〜14：50
玄亀庵・羽坂・清水本町・新田・安田口・牟田・
寺馬場・清水東・豊北・三郷・弟子丸・清水団地・
新清水団地・小畑・毛梨野・芦谷・馴松・片平・
小畑東・新泉・中台・清水橋・清水台・内堀切・
かぎんアパート春山公民館 10：35〜10：50 春山 毛梨野公民館 14：50〜15：05

重久牧内公民館 11：05〜11：20 重久牧内 芦谷公民館 15：20〜15：35

姫城公民館
（国分） 10：40〜11：40 阿多石・竹下・平岡・田辺

川原公民館 15：50〜16：20 立川・中市・萩之元・河内・上薄木・下薄木・
河内第１・黒石

郡山公民館 15：30〜16：30
宇都良・永田・辻・辻松山・台明寺・天神台・
グリーンヒル郡田・宮ノ前・ゆうゆうタウン・
つつじヶ丘・青葉ニュータウン・久保田・久保
田西・夢ヶ丘・山元・青葉南

4/23 
（火）

福島地区コミュ
ニティセンター
併用施設

09：00〜10：20 福島（１〜８）
本戸公民館 13：30〜14：00 前本戸・後本戸・真谷

木原公民館 14：40〜15：10
上木原・中木原・浮塚・牧内・高松・松ヶ野・
黒石上小川公民館 10：40〜11：40

前馬場（１〜３）・後馬場東・後馬場西・下村東・
下村西・神田東・神田西・山下（１・2）・園田・
園田団地・宮下団地・迫田（１・２）

松ヶ野公民館 15：30〜15：45

黒石公民館 16：00〜16：15
松木公民館 13：30〜14：30 越倉・松木西・松木元・松木中
野口公民館 15：00〜15：40 野口東・野口西（１・２）・野口南・野口北・

野口団地野口公民館西集会所 15：55〜16：25

4/24 
（水）

上之段公民館 9：00〜 9：30 上之段・木場・深迫・平下・朴木・丸尾・後川内
児童体育館 13：20〜14：50 広瀬（８〜 10・16 〜 24）・西山下団地・大野

原団地（１・２）永山公民館 10：00〜10：20 永山

塚脇公民館 10：50〜11：20 塚脇 上井公民館 14：40〜15：40 一条・垂元・美の前・内門・黒塚・星隈・岩崎・
向川原・永迫・上井団地・梅ヶ谷・花建

平山公民館 9：00〜 9：40
内野々・渡瀬・平山・神子落・野坂・野平・仁
田原・長谷・口輪野

広瀬公民館 15：05〜16：35 広瀬（１〜 4・6・7・11 〜 15）・須戸川団地

口輪野公民館 10：20〜10：50 川内公民館 15：55〜16：40
芦原東・芦原西・高日山・上川内東・上川内西・
見帰・鎮守尾・川内団地・神崎・下川内上・下
川内下

4/25 
（木）

敷根公民館 09：00〜10：30
浜馬場・松山・検校橋団地・西浜馬場・西馬場・
赤川・町門・東黒潮・新馬場・大王・島馬場・
門倉・阿御前・大田・一心・高橋・脇元・上前・
忍・南西上

新町公民館 13：20〜14：10 新町（１〜９）

下井公民館 10：20〜11：40
東今村・検校川・西今村・東上新・西上新・東
前田・西前田・東下新・西下新・東内の丸・西
内の丸・上花園・花園・銅田

向花地区
コミュニティ
センター

14：30〜15：20 向花向江・向花東・向花平田・向花中・向花西・
奈良田団地

湊公民館 10：50〜11：40 奈敷（１・２）・出口・中福良南・中福良北・
新地東・新地西・拝田東・拝田西・羽白 府中公民館 15：40〜16：30 府中前東・府中前西・府中東・府中中・府中中

南・府中朝日・府中昭和

4/26 
（金）

総合福祉
センター
趣味センター

前
10：00〜11：30

名波（１〜６）・東戸崎団地・宇都・鐘突・東
上・愛宕・夕日ヶ丘・中之馬場・東中・東中団
地・東馬場・車田・上車田・東下・下中之馬場・
唐仁東（１・２）・唐仁中・唐仁西・唐仁団地・
まいづる・四方田団地・城山・中車田・名波ハ
イタウン（１〜７）・県営名波ハイタウン

総合福祉
センター
趣味センター

前
14：00〜16：00

竪馬場・旭通り・中立・下立・東町・仲町・秋
葉通り（１・２）・西町・西上・鳥越・御里・西中・
国分西馬場・駅前・西下・西下東・道場下・川
跡南（１〜３）・川跡上・川跡西・川跡東・川
跡中・福島団地・サンパーク国分・アドバンス
21・パレスト国分

≪溝　辺≫ 　  　　　　※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名

4/23 
（火）

下有川公民館 9：00〜 9：30 全自治会対象 溝辺総合支所
市民福祉課

（保健福祉グループ）
13：30〜16：00 全自治会対象ふれあい温泉センター 10：00〜10：30 全自治会対象

竹子集会施設 11：00〜11：30 全自治会対象

4/24 
（水）

石峯自治公民館 9：00〜 9：30 全自治会対象 溝辺総合支所
市民福祉課

（保健福祉グループ）
13：30〜16：00 全自治会対象玉利自治公民館 10：00〜10：30 全自治会対象

崎森地区公民館 11：00〜11：30 全自治会対象

≪横　川≫ 　  　　　　※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名
4/22 
（月）

紫尾田活性化センター 10：00〜10：30 全自治会対象 横川総合支所市民福祉課
（保健福祉グループ） 13：00〜17：00 全自治会対象

赤水消防拠点施設 11：00〜11：30 全自治会対象

≪牧　園≫
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名
4/25 
（木）

三体地区公民館 9：00〜10：00 三体地区１〜４区 中津川地区公民館 13：30〜14：30 中津川地区 1 〜 8 区・井田水
万膳地区公民館 10：30〜11：30 万膳地区１〜５区 持松地区公民館 15：00〜16：00 持松地区１〜４区

4/26 
（金）

高千穂地区
公民館 9：00〜10：30 高千穂地区１〜７区・母ヶ野・栗川・八長台

牧園総合支所
市民福祉課

（保健福祉グループ）
13：00〜17：00 牧園地区１〜 10 区・福寿

≪霧　島≫ 　  　　　　※全自治会対象（最寄りの会場で受領してください）
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名

4/24 
（水）

緑の村 9：00〜 9：30 全自治会対象 永水地区公民館 13：30〜14：00 全自治会対象
祓谷公民館 9：45〜10：15 全自治会対象 多目的集会施設 14：15〜14：45 全自治会対象
市後柄公民館 10：30〜11：00 全自治会対象 霧島保健福祉センター 15：00〜15：30 全自治会対象

田口地区
公民館 11：15〜11：45 全自治会対象

霧島総合支所
市民福祉課

（保健福祉グループ）
15：45〜17：00 全自治会対象

≪隼　人≫
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名

4/23 
（火）

埓上公民館 9：00〜 9：30 加納内上・埓上・里上・小浜団地・小牧 天降川地区
共同利用施設 9：00〜 9：55 天降川・天降川団地・木之房１〜２・京セラ寮・

川原団地・木之房団地・県営天降川団地
小浜地区公民館 9：50〜10：50 長浜・加納内下・埓下・里下・馬場 日当山地区

公民館 10：10〜11：30 東林寺・しゅじゅどん・中須東・中須西・東馬
場・橋之口・湯之元１〜２・東郷団地

人権啓発センター 11：10〜11：30 真孝西１〜６

隼人姫城地区
公民館

13：30〜14：10 大鳥・山野東・山野中・山野北
小田東公民館 13：30〜14：30 東前・東後・溝上・中央１ 14：10〜14：50 新七

14：50〜15：40 姫城温泉西・姫城温泉東・姫城温泉南・中姫城
西・中姫城東・中城上小野地区公民館 14：50〜15：30 中央２・小田中福良・小田西

15：40〜16：30 中城中・中城下・姫城団地・平岡団地・西瓜川
原・稲成田・新姫城団地・諏訪野久美田公民館 15：50〜16：30 野久美田１〜２・清水

4/24 
（水）

真孝公民館
9：00〜10：00 真孝１〜７ 表木山公民館 9：10〜 9：30 表木山

10：00〜11：00 真孝８〜 17 中福良公民館 9：50〜10：10 井手上・立神・下中福良・中中福良

本町公民館 13：30〜14：40 本町１〜４・松山１〜４・ひかり野
中福良地区公民館 10：30〜10：50 餅田上・餅田下・堂地東・堂地西・中初場・中牟田・坂下・内無
妙見消防車庫 11：10〜11：30 妙見・安楽

浜之市ふれあい
センター 15：00〜15：40 納屋１〜６・浜之市団地 宇都公民館

13：30〜14：00 宇都
14：00〜14：30 花山・湯の里・医療センター・武安・翔陽の杜

川尻公民館 16：00〜16：40 川尻東・川尻西・川尻北 松永地区
公民館 14：50〜16：00 下平・津曲・平熊・三田坪・みゆき苑・ケアハ

ウスみゆき苑・グループホーム隼人

4/25 
（木）

宮内地区
公民館

9：00〜10：00 大津・宮下・窪町・堀之内・沢馬場１・沢馬場
２・大津団地・ライベクスト 宮西公民館 9：00〜 9：30 宮西・宇都山・神宮台・朝日団地

10：00〜11：00
中道・中道１の東・中道１の西・中道２・野崎・
息長・御前馬場東・御前馬場西・内山田団地・
第２内山田団地・雇用促進住宅

隼人塚団地
公民館

9：50〜10：30 隼人塚団地１〜 12 班
10：30〜11：10 隼人塚団地 13 〜 24 班

西光寺公民館 13：30〜13：50 西光寺 下小鹿野公民館 13：30〜14：10 上小鹿野・下小鹿野
迫間公民館 14：10〜14：30 迫間

日当山春光園 14：30〜15：20 春光園・松元・鳥越・牟田・湯田・日当山団地・
東郷ニュータウン糸走公民館 14：50〜15：10 糸走

上野公民館 15：30〜15：50 上野・ファナック寮
新溝公民館 15：40〜16：40 高江・鼻切・高畑・新高畑・新溝・山下・グリー

ンタウン朝日公民館 16：10〜16：30 朝日

4/26 
（金）

新川公民館 9：00〜10：00 新川１〜９
隼人庁舎
隼人福祉課 9：00〜12：00

田方団地・ひまわり団地・県営小田団地・原・
見次１〜８・駅前１〜５・菩提寺・菩提寺東・
菩提寺団地・第２菩提寺団地・ドラゴン・セ
ジュール孝元・テクノセンター

住吉公民館
10：20〜11：00 住吉１〜７
11：00〜11：40 住吉８〜１８・住吉団地

≪福　山≫
期日 配布場所 時　間 自　治　会　名 配布場所 時　間 自　治　会　名

4/22 
（月）

大廻地区公民館 9：10〜10：00 福山（下場地区全域） 福山市民サービスセンター
（旧福山総合支所） 13：15〜14：00 福山（下場地区全域）

小廻地区公民館 10：40〜11：30 福山（下場地区全域） 福地地区公民館 15：30〜16：00 福地地区全域

4/23 
（火）

池之谷公民館 9：00〜 9：40 福沢地区全域 佳例川地区公民館 13：40〜14：00 佳例川地区全域
川路原公民館 10：15〜10：40 福沢地区全域 六村公民館 14：40〜15：00 佳例川地区全域
新原公民館 11：10〜11：40 福沢地区全域 比曽木野地区公民館 15：40〜16：00 比曽木野地区全域

4/25 
（木）

東牧之原地区公民館 9：00〜 9：50 牧之原地区全域 下牧之原地区公民館 14：00〜14：50 牧之原地区全域
西牧之原地区公民館 10：40〜11：30 牧之原地区全域

【平成25年度 霧島市いきいきチケット交付日程表】

いきいきチケット（はり・きゅう・あん摩マッサージ受診券、温泉・バス利用券）を交付します。
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犬の登録と
狂犬病予防注射の

お知らせ
【注射手数料】3,000円

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
１
日（
水
）

みどり団地 9：00〜 9：15

５
月
2
日（
木
）

山ノ口公民館 9：00〜 9：20
下深川公民館 9：25〜 9：40 谷ノ口住宅下 9：30〜 9：40
馬渡公民館 9：50〜10：00 川北公民館 9：50〜10：00
二牟礼公民館 10：10〜10：20 上小脇公民館 10：10〜10：25
床波公民館 10：30〜10：40 山ケ野公民館 10：40〜10：50
岡村公民館 10：50〜11：00 十三谷公民館 11：00〜11：10
横川公民館（旧川原住宅跡地駐車場） 11：10〜11：30 木浦公民館 11：20〜11：30
上植村公民館 13：10〜13：20 横伏敷消防拠点施設 11：40〜11：50
下植村公民館 13：30〜13：40 柿木公民館 13：10〜13：20
向植村公民館 13：50〜14：00 正牟田公民館 13：30〜13：40
黒葛原公民館 14：10〜14：20 古城消防拠点施設 13：50〜14：10
旧赤水公民館 14：30〜14：45 紫尾田公民館 14：20〜14：30
赤水消防拠点施設 14：50〜15：00 崎山公民館 14：40〜14：50
小原公民館 15：10〜15：20 二石田公民館 15：00〜15：10
保健センター前（横川総合支所裏駐車場） 15：30〜15：45 大隅横川駅 15：20〜15：45

◎横川地区　５月１日(水)、２日(木) ２日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
14
日（
火
）

竹山公民館 9：20〜 9：35 ５
月
16
日（
木
）

石峯自治公民館 9：20〜 9：50
下有川公民館 9：50〜10：20 麓原自治公民館 10：05〜10：35
溝辺総合支所駐車場 10：30〜11：00 玉利自治公民館 10：50〜11：20
ふれあい温泉センター 11：10〜11：40 論地自治公民館 13：25〜13：55
竹子集会センター 13：30〜14：00 崎森地区公民館 14：05〜14：25
宮脇公民館 14：10〜14：25 上桑ノ丸公民館 14：35〜14：50
宮川内公民館 14：35〜14：45

５
月
15
日（
水
）

丹生附公民館 9：20〜 9：35
三縄自治公民館 10：00〜10：30
宮久自治公民館 10：50〜11：20
陵北自治公民館 13：15〜13：30
横頭公民館 13：45〜14：05
大川内岡自治公民館 14：15〜14：45

◎溝辺地区　５月14日(火) ～ 16日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
14
日（
火
）

塩浸公民館 9：00〜 9：15

５
月
15
日（
水
）

大窪集落入口 13：00 〜 13：10
間手原公民館 9：20〜 9：30 塚田　保様宅前庭 13：15 〜 13：30
馬場公民館 9：35〜 9：45 八幡神社前 13：35 〜 13：50
城ヶ後公民館 9：50〜10：00 万膳地区公民館 13：55 〜 14：10
農村活性化センター 10：05〜10：20 吉原集落掲示板前 14：20 〜 14：25
川津原（山岡様宅前） 10：25〜10：35 渡瀬公民館 14：40 〜 14：45
駅前公民館 10：40〜10：50 水堀公民館 15：00 〜 15：05
牧園８区多目的施設 10：55〜11：10 浅谷公民館 15：10 〜 15：25
老人福祉センター 11：15〜11：25 有村三叉路 15：35 〜 15：50
石坂ワタセ前 11：30〜11：45

５
月
16
日（
木
）

安楽消防詰所駐車場 9：00 〜 9：10
上石坂バス停（旧道入口） 11：50〜12：00 犬飼バス停 9：15 〜 9：30
中福良公民館 13：00〜13：15 中津川地区公民館 9：35 〜 9：45
鹿屋公民館 13：20〜13：30 中津川保育所前 9：50 〜 10：05
三体地区公民館 13：35〜13：45 横瀬公民館 10：10 〜 10：25
川床温泉前 13：50〜14：05 板小屋公民館 10：30 〜 10：40
内之野バス停 14：10〜14：20 健崎スクールバス停 10：45 〜 10：55
大霧公民館 14：30〜14：40 栗川公民館 11：05 〜 11：15

５
月
15
日
（
水
）

福寿温泉前 9：00〜 9：15 池田農場入口付近 11：20 〜 11：30
寺原公民館 9：20〜 9：35 母ヶ野公民館 11：35 〜 11：45
関平鉱泉入口駐車場 9：45〜 9：55 朝日ヶ丘住宅入口 11：50 〜 12：00
日鉄鉱倉庫隣　市有地 10：00〜10：20 笹之段公民館 13：00 〜 13：10
シルバー人材センター事務所前 10：25〜10：30 持松消防詰所前 13：15 〜 13：25
高千穂地区公民館 10：35〜11：00 真方公民館 13：30 〜 13：40
青葉園入口 11：10〜11：40 稼原交差点付近 13：45 〜 13：55
奥歯科医院前駐車場付近 11：45〜11：55 大和団地事務所前 14：00 〜 14：10

◎牧園地区　５月14日(火) ～ 16日(木) ３日間

日付 集合注射会場 時　間 日付 集合注射会場 時　間

５
月
21
日（
火
）

台明寺公民館 9：10〜 9：25

５
月
24
日（
金
）

口輪野公会堂 9：10〜 9：20
郡山公民館 9：35〜10：00 川内公民館 9：35〜10：05
宮の前ニュータウン入口 10：10〜10：20 南公園入口 10：15〜10：25
北公園入口 10：30〜10：50 上小川小多目的グラウンド駐車場 10：35〜11：15
久保田公民館 11：00〜11：15 国分南ニュータウン公園 13：00〜13：20
春山公民館 13：10〜13：25 福島地区コミュニティ共用施設 13：30〜14：05
止上神社前 13：40〜13：55 有下公民館 14：15〜14：40
重久公民館 14：05〜14：25 四方田団地集会所 14：50〜15：05
東襲山地区公民館 14：35〜14：50

５
月
28
日（
火
）

府中公民館 9：15〜 9：40
岩戸公民館 14：55〜15：10 野口公民館西集会場 9：50〜10：05
剣之宇都公民館 15：20〜15：35 野口公民館 10：15〜10：30

５
月
22
日（
水
）

野坂公民館 9：10〜 9：15 松木公民館 10：40〜11：15
平山地区公民館 9：25〜 9：30 小畑公民館 13：10〜13：30
平下ゴミステーション付近 9：40〜 9：45 姫城公民館 13：40〜14：00
永山 ･ 旧岩元商店前 9：55〜10：05 新町公民館 14：10〜14：35
塚脇公民館 10：15〜10：25 向花地区コミュニティセンター 14：45〜15：00
朴木公民館 10：45〜11：10

５
月
29
日（
水
）

湊地区コミュニティ広場 9：00〜 9：35
上之段公民館 13：20〜13：25 広瀬公民館 9：45〜10：10
木場公民館 13：35〜13：45 大穴持神社北側 10：20〜10：55
後川内公民館 14：05〜14：15 児童体育館 11：05〜11：25
敷根保育園下 14：35〜15：00 敷根地区集会場 13：20〜13：35

５
月
23
日（
木
）

毛梨野公民館 9：00〜 9：10 かのう医院道路向かい 13：40〜14：00
芦谷公民館 9：20〜 9：25 花園 ･ 迫田オート付近 14：10〜14：25
木原小中学校前 9：40〜 9：55 下井公民館 14：35〜15：00
後本戸（桑山昭晴様宅前） 10：15〜10：20

５
月
30
日（
木
）

名波ハイタウン集会場 9：10〜 9：30
本戸公民館入口 10：30〜10：35 Ａコープ国分店　西側駐車場 9：40〜10：20
真谷入口三叉路 10：40〜10：45 大隅国分寺跡駐車場 10：30〜10：50
黒石公民館 10：55〜11：00 お祭り広場駐車場出口付近 11：00〜11：15
薄木三方辻 13：00〜13：05 三郷公民館 13：10〜13：40
河内橋前 13：25〜13：30 清水公民館 13：50〜14：20
萩の元公民館 13：35〜13：45 弟子丸公民館 14：30〜14：40
川原小学校下神社 13：55〜14：10 総合体育館第 2 駐車場 14：50〜15：20
永迫ゲートボール場横 14：25〜14：50
上井公民館 15：00〜15：20

◎国分地区　５月21日（火）～ 24日（金）、５月28日（火）～ 30日（木）７日間

※霧島・隼人・福山地区の日程は、広報きりしま３月お知らせ版に掲載しています。

平成25年度狂犬病予防注射の集合注射を実施します
ので、手数料とはがきをご持参の上、居住されている
地区の最寄りの集合注射会場までお越しください。
　※雨天決行

なぜ予防注射が必要なの
　狂犬病は哺乳類全般に感染し発症
するとほぼ100％死亡する病気です。
現在、有効な治療法はなく、ワクチ

ン接種による事前予防しかありませ
ん。日本では、昭和31年以降、発生
していませんが、海外においては現
在でも多くの国々で発生しており、
わが国に狂犬病が進入してくる可能

性は常にあります。そのために年１
回の狂犬病予防注射は非常に重要で
す。
��問＝�環境衛生課 ☎（64）0950、隼人
市民課、各総合支所市民福祉課

※�ただし、新規登録をされる方は
別途3,000円が必要です。また、
転居された方や犬が亡くなった
方は届け出が必要です。どちら
も注射会場で受け付けします。
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K irishima Information

方
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
☎

（
64
）０
９
２
９

林
務
水
産
課
が
６
階
に
移
転

４
月
１
日
か
ら
、
林
務
水
産
課

が
、
こ
れ
ま
で
の
国
分
庁
舎
２
階

フ
ロ
ア
か
ら
、
６
階
フ
ロ
ア
に
移

り
ま
し
た
。

◎�

問
＝
林
務
水
産
課
☎（
64
）０
９

３
８

平
成
25
年
度

農
作
業
等
標
準
雇
用
賃
金

農
作
業
な
ど
を
依
頼
す
る
と
き

の
目
安
と
な
る
賃
金
を
設
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ

の
標
準
賃
金
は
あ
く
ま
で
も
目
安

で
す
の
で
実
際
の
賃
金
は
必
ず
双

◎霧島市からのお知らせ

65
歳
以
上
の
年
金

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
65
歳
以
上
の
年
金
受
給

者
の
方
で
、
今
年
２
月
に
支
給
さ

れ
た
年
金
か
ら
保
険
料（
税
）額
を

引
き
落
と
し
さ
れ
て
い
る
方
は
、

平
成
25
年
度
は
次
の
と
お
り
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。
納
付
通
知
は
、

７
月
に
送
付
（
10
月
か
ら
年
金
引

き
落
と
し
さ
れ
る
方
を
含
む
）
し

ま
す
。

▼
表
挿
入
③
（
14
行
挿
入
）

■
75
歳
を
迎
え
る
方
へ

な
お
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
度
中

に
、
75
歳
を
迎
え
る
世
帯
主
の
方

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

市
民
活
動
支
援
事
業
の

補
助
事
業
成
果
発
表
会

市
で
は
、
共
生
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
活

動
を
行
う
皆
さ
ん
か
ら
公
益
的
な

事
業
の
企
画
を
募
集
し
、
選
考
審

査
の
上
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
採
択
さ
れ
た
団

体
の
う
ち
３
つ
の
団
体
が
事
業
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
市
民
活
動
と

は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
興
味
の

あ
る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
４
月
22
日（
月
）午
後
１

時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
大
研

修
室

◎�

問
＝
共
生
協
働
推
進
課
☎（
64
）

０
９
８
８

農
作
業
事
故
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

毎
年
、
農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎

え
る
春
先
は
農
作
業
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、
特

に
次
の
点
に
注
意
し
て
作
業
し
ま

し
ょ
う
。

は
、
誕
生
日
で
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
す
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
税
は
年
金
か
ら
引
き
落
と

し
さ
れ
ず
に
、
６
月
に
通
知
さ
れ

る
納
付
書
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎�

問
＝
【
介
護
保
険
料
・
国
民
健

康
保
険
税
】
税
務
課
市
民
税
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
８
４
、【
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】
保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
グ

ル
ー
プ
☎（
45
）５
１
１
１
（
内

線
１
８
８
２
）

花
い
っ
ぱ
い
運
動

■
花
の
苗
を
配
布
し
ま
す

市
内
の
市
道
や
公
園
な
ど
を

「
花
い
っ
ぱ
い
」
に
す
る
た
め
に
、

花
の
苗
を
配
布
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
団
体
＝
地
区
自
治
公
民
館
、

学
校
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
通
り
会
、
企
業
、
そ
の
ほ

か
地
域
活
動
を
行
う
団
体
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
１
日（
水
）

■�

霧
島
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
結
果
発
表

平
成
24
年
度
霧
島
市
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
学
校

の
部
、
一
般
の
部
、
家
庭
の
部
の

３
部
門
で
各
地
区
ご
と
に
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ソ
ニ
ー
賞

⃝
�「

学
校
の
部
」
＝
国
分
北
小
学

校
（
国
分
）

⃝
�「

一
般
の
部
」
＝
和
気
公
園
藤

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
牧
園
）

■
金
賞

⃝
�「

学
校
の
部
」＝
塚
脇
小
学
校

（
国
分
）、
横
川
小
学
校
（
横
川
）、

牧
園
小
学
校（
牧
園
）、
霧
島
小

学
校（
霧
島
）、小
野
小
学
校（
隼

人
）、福
山
小
学
校（
福
山
）、
陵

南
小
学
校（
溝
辺
）、
国
分
中
学

校
（
国
分
）

⃝
�「

一
般
の
部
」＝
湊
南
老
人
ク

ラ
ブ（
国
分
）、
麓
原
老
人
ク
ラ

ブ
（
溝
辺
）、
西
牧
之
原
地
区

長
寿
会（
福
山
）、
遠
見
松
自
治

会
、
子
ど
も
会
（
霧
島
）

⃝
�

「
家
庭
の
部
」
＝
細
川
豊
さ
ん

（
国
分
）

■�

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

募
集

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
拡
大
と
定

着
を
図
る
た
め
「
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

⃝
�

審
査
部
門
＝
学
校
（
小
・
中
学

校
、高
校
）、一
般
（
地
区
自
治

公
民
館
、
自
治
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
、
子
ど
も
会
、
通
り
会
、
事

業
所
な
ど
）、家
庭（
一
般
家
庭
）

⃝
�

審
査
対
象
＝
春
か
ら
秋
の
花
づ

く
り
状
況
と
花
づ
く
り
を
通
し

て
の
ま
ち
、
地
域
、
人
づ
く
り

の
状
況
。

⃝
�

申
込
期
日
＝
５
月
31
日（
金
）

※�

各
申
込
用
紙
は
総
務
課
、
隼
人

地
域
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
に
あ
り
ま
す
。

◎�

問
＝
総
務
課
市
民
運
動
推
進
室

☎（
64
）０
９
１
５

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
制
度

と
は
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
精
神

的
負
担
と
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
不
妊
治
療
を
受
け
ら

れ
た
夫
婦
に
不
妊
治
療
費
の
助
成

金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

⃝
�

要
件

◦�

夫
婦
と
も
に
霧
島
市
に
１
年
以

上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

◦�

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
あ
る
こ
と
。

◦�

夫
婦
の
前
年
の
所
得
合
計
額
が

７
３
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

◦�

市
税
、
市
営
住
宅
の
住
宅
料
、

保
育
料
に
未
納
が
な
い
こ
と
。

⃝
�

支
給
額
＝
１
年
度
あ
た
り
15
万

円
（
通
算
５
年
間
）

※�

申
請
に
必
要
な
書
類
や
詳
細
は

お
知
ら
せ

作業内容 金額（10アールあたり）

耕　　耘 耕起（１回） 7,000 ～ 8,000円
耕起から代かきまで 16,000 ～ 21,000円

田 植 え
育苗から植え付け 一　 般　 用 18,000 ～ 20,000円

施　 肥　 用 20,000 ～ 22,000円

植え付け 一　 般　 用 7,000 ～ 9,000円
施　 肥　 用 9,000 ～ 11,000円

畦 塗 り 畦塗機 基盤整備地内 40円／ 1ｍ
基盤整備地外 60円／ 1ｍ

薬剤散布 粉粒剤　 3,000円（農薬代含まず）
水和剤　 4,000円（農薬代含まず）

刈 取 り
バインダー（紐つき） 7,000 ～ 12,000円
コンバイン刈り　 17,000 ～ 20,000円（倒伏は３割増）
コンバイン乾燥　 500 ～ 700円／ 1袋

脱　　穀 コンバイン１袋 400 ～ 550円
（結束機付は3,000 ～ 4,000円増）

その他の
農 作 業 実働８時間（食事なし） 6,000 ～ 7,000円

畑 作 業

ロータリー耕耘（１回） 5,000 ～ 7,000円
ロータリー耕耘（イタリアン後） 7,000 ～ 8,000円
マルチ作業 1,200円／畝立マルチ１本200ｍ

刈取り 飼料 3,000 ～ 4,000円
コーンハーベスター 10,000円

反転集草 イタリアン（１回反転） 1,500 ～ 2,000円

梱　包

ヘーベーラー
（長さ70cm） 1個　130 ～ 150円

ロールベーラー
（ラッピング100×100） 1個　2,500 ～ 3,500円
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※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

霧島市農地賃借料情報
これは、過去１年間に実際に締結された賃貸借契約の賃借料に関するデータを収集し、地域別、作物別に最高額、

最低額、平均額の賃借料情報を公表するものです。賃借料決定の目安としてください。

�問＝農業委員会事務局  ☎（64）0929

※1 このデータは、平成24年１月～12月の期間に公告がなされた農業経営基盤強化法に基づく利用権設定申出書・農地法３条申請書（賃貸借）から収集した
ものです。　※2 締結数は、集計に用いた筆数です。　※3 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。　※４ 「（参考）霧島市平均」の平均額は、
各区分の平均値（四捨五入前）を締結数により加重平均した値です。　※５ 樹園地（茶）は成園のみ計上。未成園（新植）については畑（普通畑）へ計上しています。

平成24年１月から12月までに締結（公告）された賃借料水準（10㌃当たり）は以下のとおりになっています。

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

国分地区
基盤整備地域 23,900 30,000

（野菜）
5,600

（野菜） 4

未整備地域 6,900 16,400
（花木）

3,800
（飼料） 22

溝辺地区
基盤整備地域 9,700 25,000

(花木）
3,000

（野菜） 111

未整備地域 8,100 20,000
（花木）

1,900
（野菜） 15

横川地区
基盤整備地域 8,800 8,800

（野菜）
8,800

（野菜） 1

未整備地域 7,600 21,800
（飼料）

3,300
（甘藷） 28

牧園地区
基盤整備地域 ー ー ー ー

未整備地域 6,200 15,200
(花木）

800
（飼料） 19

霧島地区
基盤整備地域 ー ー ー ー

未整備地域 6,000 10,000
（飼料）

4,000
（飼料） 10

隼人地区
基盤整備地域 9,300 16,700

（花木）
6,600

(そば） 9

未整備地域 10,700 20,600
(野菜）

9,000
（飼料） 12

福山地区
基盤整備地域 4,600 5,000

（飼料）
4,000

（飼料） 4

未整備地域 4,400 10,000
（飼料）

2,000
（飼料） 49

（参考）霧島市平均 8,066 

２．畑（普通畑）の部 10㌃あたり　単位：円

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

国分地区
基盤整備地域 11,200 34,800 1,900 216
未整備地域 9,100 17,300 2,500 75

溝辺地区
基盤整備地域 10,000 12,800 7,000 7
未整備地域 9,500 21,000 3,800 55

横川地区
基盤整備地域 11,500 20,300 1,400 78
未整備地域 9,500 19,100 5,200 49

牧園地区
基盤整備地域 10,600 19,100 4,500 138
未整備地域 9,400 19,100 3,400 67

霧島地区
基盤整備地域 12,600 19,200 7,600 18
未整備地域 10,000 21,000 3,300 42

隼人地区
基盤整備地域 12,900 20,600 5,000 41
未整備地域 11,300 19,100 1,500 37

福山地区
基盤整備地域 10,400 12,700 3,000 14
未整備地域 6,700 12,700 2,400 37

（参考）霧島市平均 10,453

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数
国分地区 23,600 27,000 14,900 30
溝辺地区 28,700 43,000 10,000 62
横川地区 8,600 10,000 6,000 14
牧園地区 26,100 34,000 11,200 12
霧島地区 20,000 20,000 20,000 9
隼人地区 23,300 39,700 15,200 9
福山地区 ー ー ー ー

（参考）霧島市平均 24,333

３．樹園地（茶成園）の部

１．田（水稲）の部 10㌃あたり　単位：円

10㌃あたり　単位：円

年金支給月
（平成25年度） 徴　収　方　法

仮
徴
収

４月
６月
８月

平成25年２月引き落とし額と同額が各年金
支給月に引き落としされます。※

本
徴
収

10月
12月
２月

平成24年中の所得などにより算出された保
険料（税）額と仮徴収額を差し引いて調整し
た額が各年金支給月に引き落としされます。

※�４・６・８月分の保険料（税）合計額と10・12・２月分の保険料
（税）合計額との差を少なくするため、８月分の保険料（税）
額を調整する場合があります。



ン
グ
ル
を
舞
台
に
し
た
短
編

「
狼
少
年
」
を
映
画
化
。

◎�

問
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９

森
林
環
境
税
で

豊
か
な
森
づ
く
り

森
林
環
境
税
は
、「
森
林
環
境

の
保
全
や
森
林
を
全
て
の
県
民
で

守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
」
を
目

的
と
し
た
税
制
度
で
、
本
県
で
は

平
成
17
年
度
に
導
入
し
、
平
成
22

年
度
か
ら
課
税
期
間
を
５
年
間
延

長
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

森
林
環
境
税
は
、「
豊
か
な
水
の

供
給
」、「
土
砂
災
害
の
防
止
」
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
多
く
の
恵

み
を
与
え
て
く
れ
る
森
林
を
健
全

に
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、
森

林
の
役
割
や
そ
の
重
要
性
を
普
及

啓
発
す
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

◎�

問
＝
県
庁
環
境
林
務
課
☎
０
９

９（
２
８
６
）３
３
３
２

高
速
道
路
沿
い
に

土
地
を
所
有
す
る
方
へ

最
近
、
強
風
に
よ
り
高
速
道
路

上
に
立
木
が
倒
れ
走
行
す
る
自
動

車
に
衝
突
す
る
と
い
っ
た
事
故
が

⃝
�

日
時
＝【
初
級
】５
月
20
日（
月
）

午
後
６
時
～
７
時
、【
中
級
】５

月
20
日（
月
）午
後
７
時
10
分
～

８
時
10
分
、【
上
級
】５
月
27
日

（
月
）午
後
６
時
～
７
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
中
会

議
室

⃝
�

定
員
＝
各
15
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
13
日（
月
）

※�

参
加
に
関
し
て
は
、
一
人
一
つ

の
レ
ベ
ル
に
限
り
ま
す
。

◎�

問
・
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ

霧
島
受
講
生
募
集

市
教
育
委
員
会
、
志
學
館
大
学
、

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
が
連

携
し
て
実
施
す
る
地
域
学
で
す
。

⃝
�

テ
ー
マ
＝
隼
人
学｢

世
代
継
承

と
交
流
を
考
え
る
～
い
ま
地
域

で
伝
え
た
い
こ
と
、
遺
し
た
い

も
の
～
」

⃝
�

受
講
料
＝
２
０
０
０
円

⃝
�

定
員
＝
先
着
70
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

タ
ー
☎（
64
）０
９
６
４

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

⃝
�

時
間
＝
毎
週
木
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
か
ら（
開
場
午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

⃝
�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
５
月
の
上
映
作
品
】

◦�

２
日
＝
ロ
ー
マ
の
休
日（
53
年
・

１
１
８
分
）オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ

プ
バ
ー
ン
が
ア
カ
デ
ミ
ー
最
優

秀
主
演
女
優
賞
を
受
賞
し
た
作

品
。

◦�

９
日
＝
み
す
ゞ
（
01
年
・
１
０

５
分
）
若
く
で
亡
く
な
っ
た
幻

の
詩
人
、
金
子
み
す
ゞ
の
波
乱

に
満
ち
た
生
涯
を
描
く
伝
記
映

画
。

◦�

16
日
＝
不
安
（
54
年
・
81
分
）

イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
バ
ー
グ
マ
ン

主
演
、
愛
の
深
淵
に
う
ご
め
く

虚
飾
に
迫
る
作
品
。

◦�

23
日
＝
Ｍ
ａ
ｙ
ｕ
コ
コ
ロ
の

星
（
07
年
・
１
２
３
分
）
ひ
と

り
の
女
性
の
コ
コ
ロ
の
成
長
と

「
生
」
に
向
き
合
う
姿
を
描
い

た
作
品
。

◦�

30
日
＝
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
ブ
ッ
ク

（
42
年
・
１
０
５
分
）
キ
ッ
プ

リ
ン
グ
原
作
の
イ
ン
ド
の
ジ
ャ

◦�

農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
ほ
場
の
端
か
ら

余
裕
を
も
っ
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

◦�
農
道
の
側
溝
周
り
や
ほ
場
の
あ

ぜ
道
は
、
草
刈
り
を
行
い
地
面

が
目
視
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦�

余
裕
を
持
っ
た
作
業
計
画
を
立

て
、
作
業
途
中
に
は
休
憩
す
る

な
ど
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
８

８
２

悪
質
な
訪
問
販
売

お
断
り
シ
ー
ル
に
つ
い
て

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
方

の
う
ち
、
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

割
合
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の

調
査
に
よ
る
と
５
％
程
度
、
消
費

者
庁
の
調
査
で
も
13
％
と
極
め
て

低
い
結
果
が
で
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
相
談
先
が
記
載
さ
れ

た
シ
ー
ル
や
悪
質
な
訪
問
販
売
お

断
り
の
シ
ー
ル
を
希
望
者
へ
配
布

し
ま
す
。希
望
者
は
、国
分
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
６
階
の
霧
島
市
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎�

問
＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

◎�

問
・
＝
生
涯
学
習
課
☎（
42
）

１
１
１
８
、
℻（
43
）５
３
８
０
、

メ
ー
ルgakusyu@

city-
kirishim

a.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
育
児
の
援
助
を
し

て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
援

助
を
し
た
い
方
（
提
供
会
員
）
を

結
び
、
そ
の
援
助
活
動
を
有
償
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
会
員
組
織

で
す
。
会
員
に
な
る
た
め
に
は
同

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
講
習
会
の

受
講
が
必
要
で
す
。

⃝
�

依
頼
会
員
＝
市
内
に
居
住
ま
た

は
勤
務
す
る
方
で
、
生
後
３
か

月
以
上
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
方
。

⃝
�

提
供
会
員
＝
市
内
に
居
住
す
る

20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康

な
方
で
、
自
宅
で
子
ど
も
を
預

か
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
資
格

不
要
）。

⃝
�

全
体
講
習
会
＝
５
月
15
日（
水
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

※�

提
供
会
員
の
活
動
に
対
し
て
は

基
準
額
に
よ
る
報
酬
あ
り
。

◎�

問
・
＝
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
き
り

し
ま
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
霧
島
）
☎（
48
）

６
８
８
６

一
日
移
動
市
長
室
で

市
長
と
語
イ
も
ん
そ

■
一
日
移
動
市
長
室

牧
園
・
国
分
地
区
内
に
居
住
・

活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
面

談
者
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
14
日（
火
）牧
園
地

区
面
談
は
午
前
中
予
定
、
国
分

地
区
面
談
は
午
後
予
定
（
各
30

分
程
度
）

⃝
�

場
所
＝
牧
園
総
合
支
所
会
議
室
、

国
分
庁
舎
会
議
室

■�

市
長
と
ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ

会牧
園
地
区
内
で
活
動
さ
れ
て
い

る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
食
事
会

参
加
者
を
１
グ
ル
ー
プ
（
６
人
程

度
）
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
14
日（
火
）正
午
～

午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
牧
園
総
合
支
所
会
議
室

⃝
�

食
事
代
＝
自
己
負
担
６
０
０
円

⃝
�

申
込
期
限
＝
４
月
30
日（
火
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

※�

ラ
ン
チ
で
語
イ
も
ん
そ
会
は
内

容
を
要
約
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

◎�

問
・
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広

月 講義・学習内容 講  　　　師 期日・会場

5月
開　　　講　　　式

5月11日（土） 9：30~12：00
国分公民館日本神話と鹿児島

～大隅国建国 1300 年～ 松田　信彦 鹿児島高専一般教育科　文系　教授

6月 船と海に関する信仰のこころ 徳永　和喜 志學館大学非常勤講師　黎明館学芸専門員 6月 8日（土） 9：30~11：30
国分公民館

7月 桜島大正噴火遺産から学ぶこと 鈴木　敏之 鹿児島県立博物館　学芸主事 7月13日（土）10：00~12：00
志學館大学（鹿児島市）

8月 戦争を知らない世代が伝える平和
～次世代へどう引き継いでいくか～ 北島みゆき 生涯学習インストラクター 8月10日（土） 9：30~11：30

国分公民館

9月 恵まれた鹿児島の自然との対話
～藺牟田池のベッコウトンボを中心に～ 成見　和

かず

總
ふさ

鹿児島純心女子大学　非常勤講師 9月14日（土） 9：30~11：30
国分公民館

10月 魂に唄いかける霧島のわらべ唄
～久保けんお先生に学ぶ～ 工藤　夕美 第一幼児教育短期大学　講師 10月12日（土） 9：30~11：30

鹿児島工業高等専門学校

11月 レールでつながる
「人」「モノ」「こころ」 小斉平　信ニ 伊佐市役所職員 11月 9日（土） 9：30~11：30

鹿児島工業高等専門学校

12月 子どもたちに伝えたい地域の宝
～中福良小学校での教育実践から～ 恩田　由紀子 霧島市立　中福良小学校教諭 12月14日（土） 9：30~11：30

鹿児島工業高等専門学校

1月 残したい風景、伝えたい景観 赤塚　恒久 ㈱国分進行堂　代表取締役 1月11日（土） 9：30~11：30
鹿児島工業高等専門学校

2月
ワークショップ

「世代継承と交流を考える
～いま地域で伝えたいこと、遺したいもの～」

岩橋　惠子ほか コーディネーター　（志學館大学　教授） 2月 8日（土） 9：30~12：00
鹿児島工業高等専門学校

閉　　　講　　　式

発
生
し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
沿

線
に
竹
林
な
ど
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
高
速
道
路
へ
危
険
が
及
ば

な
い
よ
う
に
適
切
に
管
理
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
高
速
道
路
上
に
立
木
が

倒
れ
こ
む
可
能
性
が
あ
り
、
危
険

度
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
、
や
む
な
く
道
路
を
管
理
す
る

西
日
本
高
速
道
路
㈱
で
伐
採
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
速
道
路
を
利
用
す
る
皆
さ
ま

が
、
安
全
快
適
に
走
行
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎�

問
＝
西
日
本
高
速
道
路
㈱
九
州

支
社
鹿
児
島
高
速
道
路
事
務
所

管
理
課
☎（
63
）５
６
３
５

募
　
集

国
際
交
流
協
会
会
員
募
集

霧
島
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

青
少
年
な
ど
の
海
外
派
遣
事
業
、

外
国
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
事
業

な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
諸
外
国
と

の
相
互
理
解
や
友
好
親
善
を
深
め

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
国

の
方
と
交
流
し
た
い
方
、
国
際
交

流
に
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
活

動
し
ま
せ
ん
か
。

【
協
会
費
（
年
額
）】

◦�

個
人
＝
一
口
５
０
０
０
円

◦�

法
人
＝
一
口
１
０
０
０
０
円

◎�

問
・
＝
国
際
交
流
協
会
事
務

局
企
画
政
策
課
国
際
交
流
グ

ル
ー
プ
内
☎（
64
）０
９
１
４

国
際
料
理
キ
ッ
チ
ン

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
シ
ェ
パ
ー
ズ

パ
イ
を
作
り
、
味
わ
い
な
が
ら
、

国
際
交
流
員
た
ち
と
異
文
化
の
交

流
を
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
22
日（
水
）午
後
６

時
～
８
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
２
階
調
理

実
習
室
・
講
義
室

⃝
�

定
員
＝
15
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

参
加
費
＝
５
０
０
円
（
保
険
料

込
み
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
15
日（
水
）

◎�

問
・
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

英
語
の
時
間

～E
nglish H

our

～

ア
メ
リ
カ
の
国
際
交
流
員
に
英

語
を
学
び
ま
せ
ん
か
。
自
分
に

合
っ
た
レ
ベ
ル
を
選
択
し
、
英
語

を
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

19  Kirishima City Public Relations, 2013.4, Japan 広報きりしま  18

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n 

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業



K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ

※�

第
１
、
２
期
両
方
の
参
加
も
可

能
で
す
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
４
月
23
日（
火
）か

ら

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

◎�

問
・
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

青
年
団
員
募
集

霧
島
市
連
合
青
年
団
は
20
代
を

中
心
に
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
は
、

サ
ン
タ
に
ふ
ん
し
て
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
る
「
サ
ン

タ
大
作
戦
」
や
初
午
祭
で
は
、
福

祉
施
設
を
慰
問
し
て
馬
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
霧
島
の
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
た
り
、
新
し
く

企
画
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎�

問
＝
生
涯
学
習
課
☎（
42
）１
１

１
８

天
降
川
地
区
共
同
利
用

施
設
自
主
講
座

■�

セ
ン
ス
を
磨
い
て
女
子
力
Ｕ
Ｐ

講
座

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
成
人
女
性
）

⃝
�

準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
・

ハ
サ
ミ
・
の
り
な
ど

⃝
�

場
所
＝
中
会
議
室

⃝
�

受
講
料
＝
１
万
円
（
５
回
分
・

材
料
費
込
み
） 

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま

す
）

◎�

問
・
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

上
床
運
動
公
園

硬
式
テ
ニ
ス
講
座

⃝
�

日
時
＝
５
月
～
８
月
（
毎
週
土

曜
、全
10
回
）午
後
７
時
～
９
時

⃝
�

場
所
＝
上
床
ど
ー
む
（
テ
ニ
ス

聴
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

あ
な
た
の
お
店
に

「
広
報
き
り
し
ま
」を

置
き
ま
せ
ん
か

広
報
き
り
し
ま
は
現
在
、
市
内

約
１
０
０
か
所
の
店
舗
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

か
ら
も
っ
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
、
設
置

し
て
い
た
だ
け
る
店
舗
な
ど
を
追

加
募
集
し
ま
す
。
設
置
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

設
置
協
力
者
に
つ
い
て
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◎�

問
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９

５
５

パ
ソ
コ
ン
講
座

２
０
１
／
60
歳
か
ら
始
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座

⃝
�

期
日
＝
５
月
21
日（
火
）、
22
日

（
水
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

⃝
�

対
象
＝
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

始
め
る
60
歳
以
上
の
方

⃝
�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

定
員
＝
20
人
（
市
民
対
象
）

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

コ
ー
ト
）

⃝
�

受
講
料=

３
５
０
０
円

⃝
�

対
象
・
定
員
＝
成
人
男
女
25
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
郵
送
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
５
月
17
日（
金
））

※
当
日
消
印
有
効

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
・

＝
上
床
運
動
公
園
☎

（
58
）２
４
５
１
、
〒
８
９
９
－

６
４
０
４
溝
辺
町
麓
３
３
９
１

弓
道
教
室（
初
心
者
コ
ー
ス
）

受
講
生
募
集

⃝
�

期
日
＝
５
月
18
日
～
７
月
20
日

（
毎
週
土
曜
日
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
①
国
分
弓
道
場
②
隼
人

弓
道
場

⃝
�

受
講
料
＝
４
３
５
０
円

⃝
�

定
員
／
対
象
＝
各
20
人
／
市
内

居
住
の
一
般
成
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
11
日（
土
）

◎�

問
・
＝
①
国
分
弓
道
場
【
上

原
】
☎（
45
）１
２
０
９
、
②
隼

人
弓
道
場
【
横
江
】
☎（
42
）５

６
７
８

生
涯
学
習
県
民
大
学

「
俳
句・舞
鶴
」受
講
生
募
集

⃝
�

日
時
＝
５
月
18
日（
土
）か
ら（
毎

月
第
３
土
曜
日
、
全
10
回
）
午

後
２
時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
高
校
会
議
室

⃝
�

内
容
＝
講
師
に
県
俳
句
協
会
の

山
下
義
照
さ
ん
を
迎
え
、
俳
句

を
鑑
賞
し
た
り
実
際
に
作
っ
た

り
し
ま
す
。

⃝
�

定
員
／
参
加
料
＝
40
人
／
無
料

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
10
日（
金
）

◎�

問
＝
国
分
高
等
学
校
☎（
46
）０

０
０
１

上
野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ

最
新
の
Ｉ
Ｔ
動
向
を
踏
ま
え
た

パ
ソ
コ
ン
講
座
や
管
理
技
術
者
等

養
成
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

◎�

問
＝
霧
島
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
企
画
政
策
課
国
際
交
流

グ
ル
ー
プ
）
☎（
64
）０
９
１
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

（
３
月
29
日
ま
で
に
入
居
準
備
の

で
き
た
部
屋
）
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
希
望
の
方
は
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
団
地
ご

と
に
受
け
付
け
（
１
世
帯
１
団
地

に
限
る
）、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

４
月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）

⃝
�

抽
選
日
＝
５
月
８
日（
水
）

※�

申
し
込
み
に
つ
い
て
は
所
得
制

限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※�

部
屋
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

中
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
お
よ
び
国
分
・
隼
人
地

区
を
除
く
市
営
住
宅
は
、
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
希
望
の
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
国
分
隼
人
地
区
は
建
築
住

宅
課
住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
０
９
、
そ
の
ほ
か
の
地
区

は
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
☎

（
45
）５
１
１
１
内
線
（
溝
辺
６

１
０
８
）（
横
川
６
３
５
４
）（
牧

園
５
５
２
２
）（
霧
島
５
７
３

２
）（
福
山
６
８
７
１
）

男
の
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

～
ウ
エ
ス
ト
マ
イ
ナ
ス

５
㌢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

６
種
目
の
「
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
と
「
有
酸
素
運
動
」
で
、ぽ
っ

こ
り
お
腹
を
す
っ
き
り
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

第
１
期
／
５
月
15
日
～
６
月
19

日
、
第
２
期
／
６
月
26
日
～
７

月
31
日
（
毎
週
水
曜
、全
６
回
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時
（
最

終
受
付
＝
午
後
７
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー

⃝
�

対
象
＝
40
歳
以
上
の
男
性
で
特

に
運
動
制
限
な
ど
が
な
い
方

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

⃝
�

内
容
＝
血
圧
・
腹
囲
・
体
組
成

計
測
定
（
筋
肉
バ
ラ
ン
ス
・
水

分
量
・
体
脂
肪
な
ど
）、
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
、
６
種
目
の
筋
肉

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ク
ワ
ッ
ト

運
動
、
チ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
、
踏
み

台
昇
降
、
ダ
ン
ベ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
腹
筋
運
動
）

⃝
�

定
員
＝
各
20
人
（
先
着
順
）

事 業 名 ①青少年ホームステイ体験事業 ②霧島市国際交流協会派遣事業 ③鹿児島県国際協力体験事業

目　　的
日本を離れ、異言語下の国の家庭で生活
をしながら、自己を見つめ、異なる文化
を考え、国際感覚を持った青少年の育成

学校交流を通して、人や異文化に直接触れることで、グローバ
ルな視野や感覚を身につけ、国際性豊かな青少年の育成

開発途上国を訪問し、青年海外協力隊
の活動の見学や現地の中高生との交流
を通して、国際性豊かな青少年の育成

派 遣 地 アメリカ合衆国 マレーシア・マラッカ州 中国耀州区 ベトナム

派遣期間 7月下旬から約１か月間 ７月26日から８月２日の８日間
(期日変更有)

８月19日から８月24日の６日間
(期日変更有)

７月21日から7月28日の８日間
(期日変更有)

研 　 修
内 　 容

◦平日は英語の授業
◦アメリカの観光地などでの研修
◦�週末はホストファミリーと過ごす

◦現地の学校、学生との交流
◦�マラッカやクアラルンプールの

文化・習慣・歴史について学ぶ

◦現地の学校、学生との交流
◦�西安の世界遺産や上海見学などを通じ

て、中国の文化・習慣・歴史について学ぶ

◦青年海外協力隊員の活動視察
◦現地の中高生との交流
◦JICA事務所訪問

募集人員 中・高校生 12人 中・高校生 10人 小学5年生～高校3年生 ５人 中・高校生 ２人

経　　費
約500,000円 約200,000円 約150,000円 約150,000円

（但し、上記経費の半額程度を協会が負担します）

座
番
号
、講
座
名
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送 

（
往

信
面
の
右
側
に
は
何
も
記
入
し

な
い
）。

⃝
�

申
込
締
切
＝
５
月
７
日（
火
）

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

問
・
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

青
少
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

夏
休
み
期
間
中
に
海
外
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
国
際

性
豊
か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
者
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

国
際
交
流
に
関
心
の
あ
る
、
心

身
健
康
で
、
団
体
行
動
の
と
れ

る
方
。
事
業
に
関
す
る
事
前
事

後
の
研
修
な
ど
に
全
て
参
加
で

き
る
方
。

⃝
�

応
募
方
法
＝
派
遣
申
込
書
を
学

校
を
通
じ
て
提
出
（
派
遣
申
込

書
は
、
市
内
各
小
・
中
・
高
校
、

国
際
交
流
協
会
事
務
局
に
あ
り

ま
す
。
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
可
）。

⃝
�

応
募
締
切
＝
４
月
30
日（
火
）

日　　時 内　　　容
５月16日（木）

午前10時～正午 カラーコーディネート＆セラピー

６月20日（木）
午前10時～正午

アロマでフェイスアップ＆
アンチエイジング美容液作り

７月18日（木）
午前10時～正午 お花のパワーで運気ＵＰ　フラワーアレンジメント

８月22日（木）
午前10時～正午 簡単かわいいがま口作り

９月19日（木）
午前10時～正午 おいしいハーブティーとラベンダースティック作り

広報きりしまに
クーポン券を載せませんか

地域経済活性化の一環として市内の店舗
などの利用促進を図るため、５月号から
毎月「広報きりしま」に10枚程度のクー
ポン券をつけます。クーポン券を提供い
ただける店舗などを募集します。
※�市税の滞納がないことなどの条件があ
ります。

⃝�募集期間＝４月16日（火）から
�問＝秘書広報課☎（64）0955

sam
ple
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業



◎�

問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

人
権
相
談

家
族
間
の
問
題
、
財
産
・
相
続

の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・
相

談
無
料
〉

⃝
�

相
談
日
／
場
所
＝
５
月
16
日

（
木
）
／
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

担
当
者
＝
霧
島
人
権
擁
護
委
員

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

す
。
業
務
用
の
Ｉ
Ｔ
研
修
や
個
人

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
上
野
原
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ザ

☎（
45
）３
５
１
１

相
　
談

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
、
要
望
お
よ
び
相
談
ご
と
を

聴
き
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り

ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

◎�

問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

年
金
相
談

年
金
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
老
齢
年
金
な
ど
の
請
求
手
続

き
も
で
き
ま
す
。〈
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
〉

⃝
�

日
時
＝
５
月
17
日（
金
）午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
小
研

修
室

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
相
談
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

⃝
�

相
談
員
＝
社
会
保
険
労
務
士

※�

原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
な
し
で

お
越
し
の
場
合
は
、
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎�

問
・
＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２

９
５
）３
３
４
８

霧
島
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

市
で
は
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
の
た
め
に
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

⃝
�

対
象
＝
市
民（
法
人
は
対
象
外
）

⃝
�

相
談
時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

／
１
人
当
た
り
30
分
程
度

⃝
�

相
談
内
容
＝
相
続
、
遺
言
、
交

通
事
故
、
そ
の
ほ
か
の
法
律
相

談

⃝
�

申
込
方
法
＝
相
談
月
の
１
日

（
土
日
、
祝
日
は
翌
日
、
１
月

は
６
日
）
か
ら
電
話
で
事
前
予

約
。
先
着
順
６
人
（
受
付
＝
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

※�

内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎�

問
・
＝
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

☎
０
９
９（
２
２
６
）３
７
６
５

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

悩
み
や
問
題
を
女
性
の
相
談
員

が
あ
な
た
と
と
も
に
考
え
、
問
題

解
決
へ
向
か
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。〈
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
〉

期日 ５月11日（土） ５月28日（火）

時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所 霧島市働く婦人の家
（国分中央三丁目43-10）

隼人庁舎
（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会

・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

※定員になり次第締め切ります。

〈管理技術者等養成講座〉

〈パソコン講座〉
講座名 定員 期間 受講料

Access基礎 ８ 5/29~30 7,000円
Ⅰllustrator 基礎 ８ 6/5~6 9,000円
ネットワーク管理者になるためのLAN入門 ８ 6/12~13 18,000円
Facebook ページ作成 ８ 6/18 7,000円
PowerPointビジネス活用 ８ 6/26~27 6,000円

講座名 定員 期間 受講料
ISO9001（2008年版）基礎講座 20 5/16 5,000円
ISO9001（2008年版）内部監査員養成講座 20 6/20~21 20,000円

期　　日 場所 期　　日 場所

隼
人
庁
舎
３
階
第
３
会
議
室

※
７
月
11
日
お
よ
び
11
月
14
日
は

　

別
館
第
１
委
員
会
室

平成25年 4月18日、 4月25日（木）

国
分
公
民
館
３
階
小
会
議
室

※
８
月
22
日
は
大
会
議
室

5月16日（木） 5月23日、 5月30日（木）
6月13日（木） 6月20日、 6月27日（木）
7月11日（木） 7月18日、 7月25日（木）
8月 8日（木） 8月22日、 8月29日（木）
9月12日（木） 9月19日、 9月26日（木）

10月10日（木） 10月17日、10月24日（木）
11月14日（木） 11月21日、11月28日（木）
12月12日（木） 12月19日、12月26日（木）

平成26年 1月16日（木） 平成26年 1月23日、 1月30日（木）
2月13日（木） 2月20日、 2月27日（木）
3月13日（木） 3月20日、 3月27日（木）

期　日 時　間 会　　場 連絡先  代表☎(45）5111

5月 7日（火）
9：00 ～ 11：00 福山市民サービスセンター

福山総合支所地域振興課  ☎（56）2012
13：00 ～ 15：00 福山公民館

5月10日（金） 9：00 ～ 12：00 牧園老人福祉センター 牧園総合支所地域振興課  ☎（76）2701
5月13日（月） 10：00 ～ 12：00 隼人庁舎宿直室 隼人地域振興課  ☎（42）1112
5月16日（木） 10：00 ～ 15：00 霧島総合支所１階和室 霧島総合支所地域振興（内線）5815

5月21日（火）
10：00 ～ 12：00 溝辺総合支所相談室 溝辺総合支所地域振興課  ☎（59）3115
13：00 ～ 16：00 持松地区公民館 牧園総合支所地域振興課  ☎（76）2701

5月22日（水） 13：00 ～ 16：00 三体地区公民館 牧園総合支所地域振興課  ☎（76）2701

5月23日（木）
10：00 ～ 12：00 国分公民館中会議室

（シビックセンター内） 秘書広報課  ☎（64）0955
13：00 ～ 15：00
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タ レントでマラソンランナーの猫ひろ
しさんが、霧島市の魅力を全国にPR

する「おじゃんせ霧島大使」となりました。
委嘱式は３月10日の上野原縄文駅伝大会の
開会式の前にあり、市長から委嘱状と大使
の名刺が手渡されました。
この日、参加者と一緒にランニングを楽
しんだ猫ひろしさんは、「霧島は大好きです。
日本中、世界中に霧島の良さを広めていき
たい」と抱負を語りました。
同大使は歌手の辛島美登里さん、中日ド
ラゴンズの一軍打撃コーチの井上一樹さん、
第69代横綱白鵬関、霧島国際音楽祭で音楽
監督を務めた堤剛さん、陸

みちのく

奥部屋親方の陸
奥一博さんに続いて6人目。

おじゃんせ霧島大使

猫 ひろしさん

お笑いタレント。本名：瀧﨑邦明
昭和52年8月生まれ。平成23年11月９日カンボジア国籍。
2010年12月のアンコールワット国際マラソンで3位入賞。自己ベ
ストタイムは2時間30分26秒。上野原縄文駅伝大会に3年連
続ゲストランナーとして出場、会場を盛り上げている。

ねこ ひろし

No.0006

Profile

K irishima Information ◎霧島市からのお知らせ※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

福山町新原地区の中村ツルエさんの100歳を祝うゲートボ 
ール大会が３月６日、新原ふれあい広場で開催されました。

第22回霧島市・上
野原縄文の森駅伝
大会が３月10日に
あり、過去最高の
2,489人が参加し
ました。

龍馬ハネムーンウォークが３月16日、17日の２日
間、牧園・霧島・隼人地区の４コースで行われ、全国
から約3,200人が参加しました。

市
で
は
津
波
対
策
の
一
環
と
し
て
、
標

高
看
板
を
海
岸
近
く
の
道
路
沿
い
や
避

難
所
な
ど
１
５
５
か
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
誕
生
１
周
年
を
記
念
し
た

植
樹
祭
が
３
月
９
日
、
新
川
渓
谷
遊
歩
道
で
あ
り
、

約
１
０
０
人
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
モ
ミ
ジ
計
２
５
０

本
を
植
え
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む



◎日曜・祝日薬局日程表（5月） 姶良郡薬剤師会

姶良郡医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（5月）

◎ 原則として往診はいたしません。
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡のうえ受診してください。
◎ 内科・外科系の担当時間は午前９時から午後５時までです。
◎ 眼科系の担当時間は午前９時から午後１時までです。

◀◀◀保健だより
産
科
医
療
補
償
制
度
に
つ
い
て

産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
重

度
脳
性
ま
ひ
の
子
ど
も
と
ご
家
族

を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
申
請
期

限
は
満
５
歳
の
誕
生
日
ま
で
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
�

補
償
対
象
＝
平
成
21
年
１
月
１

日
以
降
に
出
生
し
た
、
次
の
基

準
を
全
て
満
た
す
子
ど
も
。

①�

在
胎
週
数
33
週
以
上
で
出
生
体

重
２
０
０
０
㌘
以
上
、
ま
た
は

在
胎
週
数
28
週
以
上
で
所
定
の

要
件
。

②�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
ま

た
は
２
級
相
当
の
脳
性
ま
ひ
。

③�

先
天
性
や
新
生
児
期
の
要
因
に

よ
ら
な
い
脳
性
ま
ひ
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
出
産
し
た

分
娩
機
関
ま
た
は
次
の
問
い
合
わ

せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

＝
産
科
医
療
補
償
制
度
専
用

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
３
（
５

８
０
０
）２
２
３
１

小
児
科・内
科
夜
間
救
急
診
療

⃝

月
～
金
曜
日
（
受
付
時
間
）

　

午
後
７
時
30
分
～
10
時
30
分

⃝

土
曜
・
日
曜
・
祝
日

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

◎�

＝
霧
島
市
医
師
会
医
療
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
１

休
日
歯
科
救
急
診
療

⃝

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
館

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
（
空
港
近

く
）

◎�

＝
姶
良
郡
歯
科
医
師
会
☎

（
58
）４
３
８
８

◎個別予防接種委託医療機関一覧表 （50音順）

日 曜日 地　区 病　　院　　名 診 療 科 目 電　話

３日 金

国 分 鵜木医院 内科小児科 45 − 0011
隼 人 酒匂クリニック 整形外科 43 − 8660
姶良市（加治木） 松下亮治内科 内科循環器科 62 − 0084
姶 良 市（姶 良） 中馬クリニック 内科消化器科 67 − 8000
湧 水 町 前田医院 内科 74 − 5001
国 分 高倉眼科 眼科 47 − 7300
姶 良 市（姶 良） あいら小児科 小児科 66 − 0115

４日 土

国 分 浜田医院 皮膚科 45 − 0506
隼 人 たまいクリニック 泌尿器科内科 42 − 7300
姶良市（加治木） やまのクリニック 内消化神経内科 63 − 0033
姶 良 市（姶 良） こまき内科循環器科クリニック 内科循環器科 67 − 8899
横 川 林内科 内科小児科 72 − 1818
姶良市（加治木） 姶良みやもと眼科 眼科 62 − 1010
国 分 きたはらこどもクリニック 小児科 64 − 0677

５日 日

国 分 梶原内科 内科小児科 47 − 3363
隼 人 隼人脳神経外科 脳神経外科 73 − 5353
溝 辺 壱岐医院 内科小児科 59 − 2019
姶 良 市（姶 良） 錦江クリニック 内外循環器科 67 − 7755
牧 園 霧島温泉クリニック 内科 78 − 2338
姶 良 市（姶 良） 田中眼科医院 眼科 65 − 3986
姶良市（加治木） なかむら小児科 小児科 64 − 3711

６日 月

国 分 みみ・はな・のどとしクリニック 耳鼻咽喉科 46 − 4987
隼 人 島田泌尿器科医院 泌尿器科 42 − 7733
姶良市（加治木） 加治木中央クリニック 内科 63 − 8800
姶 良 市（姶 良） いわつぼ耳鼻咽喉科 耳鼻咽喉科 66 − 3387
牧 園 春田医院 内科 76 − 0053
国 分 渡辺眼科クリニック 眼科 45 − 6888
国 分 いかりこどもクリニック 小児科 48 − 5858

12日 日

国 分 協愛病院 内科消化器科 45 − 6211
隼 人 さくら皮膚科 皮膚科 42 − 0219
姶良市（加治木） さんのう内科 内科循環器科 63 − 3000
姶 良 市（姶 良） 河俣内科 内呼循環器科 67 − 8005
湧 水 町 ひらしまクリニック 胃腸科外科内科 74 − 2800
国 分 いぢち眼科 眼科 47 − 3618
姶 良 市（姶 良） こどもクリニック山崎 小児科 65 − 1350

19日 日

国 分 かのう医院 外整形内科 46 − 9111
隼 人 山下内科クリニック 内科 43 − 0460
姶良市（加治木） 港町クリニック 整形理学療法科 63 − 9791
姶 良 市（姶 良） ながた脳神経外科 脳神経外科 67 − 7500
湧 水 町 林内科医院 内科小児科 75 − 2047
隼 人 隼人福島眼科 眼科 64 − 2940
国 分 こうの子どもクリニック 小児科 47 − 1211

26日 日

国 分 青葉クリニック 内科外科 64 − 0646
隼 人 はやと整形外科 整形外科 43 − 6111
溝 辺 佐藤医院 内科小児科 59 − 2607
姶 良 市（蒲 生） 吉留クリニック 内科外科 52 − 1111
横 川 伊東内科クリニック 内消呼吸器科 72 − 9088
姶良市（加治木） 西眼科医院 眼科 62 − 2526
隼 人 かわの小児科 小児科 42 − 8866

日 曜日 地　区 薬　　　局　　　名 電　話

３日 金 隼 人 あもりがわ薬局 4 4 − 9 2 1 1
国 分 ひまわり薬局 4 8 − 5 5 2 0

４日 土
国 分 このはな薬局 7 3 − 6 8 8 2
横 川 サン調剤薬局 7 2 − 1 8 0 0
国 分 ニック調剤薬局国分西店 5 6 − 7 5 7 7

５日 日 国 分 ハート薬局 4 6 − 1 9 1 0

６日 月
国 分 かりん薬局 4 8 − 5 6 7 0
国 分 霧島市民薬局中央 4 7 − 1 8 5 5
国 分 きらら薬局 4 7 − 5 6 5 6

12日 日 国 分 すみれ薬局 4 8 − 8 6 6 2

19日 日
国 分 たんぽぽ薬局 4 8 − 5 7 8 8
隼 人  ひなた調剤薬局 4 2 − 8 7 0 4
国 分 みほし薬局 4 8 − 5 8 4 0

26日 日 隼 人 フロム薬局 4 4 − 9 2 9 2
溝 辺 ケーアイ調剤薬局溝辺店 5 9 − 1 5 5 5

姶良郡薬剤師会　☎（43）3352 ／ ＦＡＸ（43）3299　◎ 開局時間については、午前９時から午後５時までです。

平成25年度 個別予防接種委託医療機関について
平成25年度の予防接種実施は下記のとおりです。接種する際は、霧島市発行の予診票と母子健康手帳が必要です。

●�接種を希望される方は、事前に電話など
で確認・予約をしてから接種を受けてくだ
さい。母子健康手帳がないと予防接種は

受けられません。予診票のない方は健康
増進課かすこやか保健センターまたは各
総合支所相談日（※）に再発行しますので母

子健康手帳を持参してください。
●�予防接種の同伴者が父母以外の時は、祖

父母であっても委任状が必要となります。

� ＝健康増進課☎（64）0905
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医療機関名 電話番号 BCG
三種混合
四種混合
ポリオ

MR
1期・2期 日本脳炎 二種混合

（小６）
ヒブ

ワクチン 肺炎球菌 子宮
頸がん

接種開始日 4月1日開始

国分

青葉クリニック 64−0646 ○ ○ ○
いかりこどもクリニック 48−5858 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石塚内科 45−0419 ○ ○ ○ ○
うえぞの内科クリニック 48−6555 ○
鵜木医院 45−0011 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
かのう医院 46−9111 ○ ○ ○ ○ ○ ○
きたはらこどもクリニック 64−0677 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国分外科胃腸科 47−2311 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国分生協病院 45−4806 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国分脳神経外科 64−0059 ○ ○ ○
清水内科 47−7173 ○ ○ ○ ○ ○
こうの子どもクリニック 47−1211 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
田中内科消化器科 46−6123 ○ ○ ○ ○ ○ ○
帖佐クリニック 64−0711 ○ ○ ○ ○
浜田医院 45−0506 ○ ○ ○
ふたばクリニック小児科・皮膚科 57−5555 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プライマリケアむろ内科 46−6611 ○ ○ ○ ○ ○
三輪クリニック 73−3138 ○ ○ ○ ○ ○
梶原内科 47−3363 ○
原口産婦人科 45−0052 ○
原口内科消化器科 46−2232 ○
前田産婦人科クリニック 46−6800 ○

福山 八木クリニック 56−3000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

隼人

かわの小児科 42−8866 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
きりしま内科リハビリクリニック 64−2222 ○ ○ ○ ○
たぐち内科 42−0320 ○ ○ ○
永田医院 42−3402 ○ ○ ○
永山医院 42−0109 ○ ○ ○ ○
浜崎医院 42−0349 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
隼人温泉病院 42−2151 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○
はやと整形外科 43−6111 ○
隼人脳神経外科 73−5353 ○ ○
山下内科クリニック 43−0460 ○ ○ ○ ○ ○
吉玉リウマチ・内科クリニック 42−2755 ○ ○
ハートフル隼人病院 42−3121 ○
みつお産婦人科 44−9339 ○

横川 伊東内科クリニック 72−9088 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
林内科 72−1818 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

溝辺
壱岐医院 59−2019 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
佐藤医院 59−2607 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
とくだクリニック 64−1717 ○ ○ ○ ○
徳永医院 58−2302 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

牧園
大庭医院 76−1984 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
霧島桜ヶ丘病院 78−3135 ○ ○ ○ ○ ○
春田医院 76−0053 ○ ○ ○ ○ ○

霧島 霧島杉安病院 57−1221 ○ ○ ○ ○ ○
竹田医院 57−0011 ○ ○

≪生ポリオワクチンの集団接種について≫
平成24年度春季まで、各保健センターでの集団接種

で実施していた生ポリオワクチンの経口投与について
は、予防接種法改正に伴い、すべて不活化ワクチンの
皮下接種に移行しました。

今後は、上記の委託医療機関で、初回３回（生ポリオ
の実施も含む）+追加１回の計４回接種を受けてください。

生ポリオワクチンを２回終わっている方は、接種は
完了していますので、引き続き受ける必要はありません。

反対に、生ポリオワクチンを１回接種ないし全くし
ていない子で、７歳６か月未満の子どもは、母子健康
手帳持参のうえ窓口で手続きをすることで、接種が可
能となります。

≪BCG予防接種について≫
BCG予防接種は、これまで生後３か月～生後６か月

未満の予防接種でしたが、４月１日から予防接種法の
改正で、生後５か月～生後１歳未満の予防接種に変更
されました。

平成24年度にBCGの予診票が届いて、まだ接種を受
けていない場合、1歳未満であればその予診票を使って、
公費で接種を受けることができます。

BCG予診票を失くされた場合は、窓口での再交付と
なりますので、母子健康手帳を持参のうえ、上記相談
日に、健康増進課または各総合支所市民福祉課窓口ま
でお越しください。

曜日 場　　　　所 時間
月 福山総合支所市民福祉課

9：00〜
16：00

火 霧島保健福祉センター
水 牧園保健センター
木 横川保健センター
金 溝辺総合支所市民福祉課　

毎日 健康増進課、
すこやか保健センター

8：15〜
17：00

※各総合支所相談日（予診票発行曜日）一覧表
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る

喜き	

幸
司	

西
牧
之
原

碇
山	

ゆ
な	

敦	

下
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
2
／
16
～
３
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　

 （
年
齢
）    （
自
治
会
）

奥
園　

ミ
ヱ　
　
　

100　
　

松
木
元

久
木
元　

吉
秋　
　

83　
　

岩
戸

井
上　

ス
ミ
エ　
　

87　
　

福
島
７

堀
　

清
熊　
　
　

95　
　

広
瀬
６

川
添　

成
史　
　
　

56　
　

新
町
第
８

小
平　

キ
ミ　
　
　

81　
　

名
波
６

内
田　

フ
ヂ
ヱ　
　

87　
　

前
馬
場
第
３

石
野　

義
人　
　
　

53　
　

広
瀬
10

谷
川　

正
男　
　
　

94　
　

西
下
東

正
德　

博　
　
　
　

84　
　

西
前
田

黒
田　

サ
チ　
　
　

94　
　

重
久

德
重　

幸
男　
　
　

89　
　

府
中
前
西

野
間
口　

光
徳　
　

62　
　

重
久
団
地
１

横
手　

國
雄　
　
　

100　
　

向
川
原

中
村　

チ
ヱ
子　
　

88　
　

町
門

西
村　

春
義　
　
　

82　
　

新
地
西

横
山　

三
重　
　
　

92　
　

羽
坂

德
田　

清
哉　
　
　

85　
　

野
口
西
第
二

木
場　

フ
ク
ミ　
　

93　
　

木
場

大
窪　

理
智
子　
　

48　
　

西
下
東

有
馬　

親
雄　
　
　

84　
　

阿
多
石

潤　
　

鐵
雄　
　
　

76　
　

福
島
３

西
田　

正
盛　
　
　

80　
　

阿
多
石

山
内　

親
秋　
　
　

84　
　

河
内

前
田　

イ
ツ　
　
　

74　
　

前
本
戸

鏡
橋　

サ
チ　
　
　

92　
　

向
花
向
江

柳
元　

敬
二　
　
　

79　
　

朴
木

松
元　

勉　
　
　
　

85　
　

広
瀬
６

◎
溝
辺
地
区

野
間　

茂　
　
　
　

82　
　

丹
生
附

本
田　

京
子　
　
　

84　
　

荻
迫

藤
井　

豊　
　
　
　

86　
　

石
峯
地
区

岩
元　

定
行　
　
　

63　
　

空
港
通
り

◎
横
川
地
区

大
山　

テ
ル　
　
　

92　
　

黒
葛
原

坂
口　

幸
一　
　
　

62　
　

赤
水

上
野　

エ
イ　
　
　

94　
　

野
坂

◎
牧
園
地
区

浅
谷　

良
則　
　
　

76　
　

万
膳
２
区

迫　
　

ア
イ
子　
　

86　
　

万
膳
２
区

尾
崎　

マ
ツ
エ　
　

97　
　

高
千
穂
６
区

田
島　

和　
　
　
　

95　
　

牧
園
５
区

市長交際費（3月分）
市長の交際費をお知らせします。 （単位：円）

日付 内　　容 金　額

3月 9日 第11回全国藩校サミット鹿児島大会
参加料 10,000 

3月26日 鹿児島大学吉田浩巳学長退任記念祝賀会時
会費 10,000 

3月28日 国分駐屯地観桜会時会費 3,000 

３月分合計 23,000 

※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された方のみ掲載しています。

お
知
ら
せ

燃
油
価
格
高
騰
に
お
困
り
の

園
芸
農
家
の
方
へ

近
年
、
燃
油
価
格
が
高
騰
し
、
多
大
な
影

響
が
あ
る
と
懸
念
さ
れ
、
安
定
し
た
営
農
環

境
を
整
え
る
た
め
、
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

支
援
内
容
と
し
て
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
な
ど

の
施
設
園
芸
省
エ
ネ
設
備
の
リ
ー
ス
導
入
支

援
お
よ
び
燃
油
価
格
が
上
昇
し
た
際
に
補
填

金
を
交
付
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

支
援
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
農
政
普
及

課
☎（
63
）８
１
４
６

国
分
女
声
合
唱
団

第
７
回
定
期
演
奏
会

⃝
�

日
時
＝
５
月
12
日（
日
）午
後
１
時
30
分
開

場
、
午
後
２
時
開
演

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

は
無
料

◎�
問
＝
国
分
女
声
合
唱
団【
村
山
】☎（
46
）０

修
行　

悟　
　
　
　

59　
　

持
松
４
区

古
川　

榮
吉　
　
　

85　
　

牧
園
６
区

川
畑　

幸
夫　
　
　

68　
　

牧
園
２
区

山
内　

明　
　
　
　

79　
　

高
千
穂
４
区

◎
霧
島
地
区

山
田　

ハ
ナ
エ　
　

99　
　

霧
島

山
﨑　

タ
ミ
コ　
　

90　
　

大
窪

青
木　

昭
夫　
　
　

70　
　

東
多
羅

池
田　

ミ
ヱ
子　
　

87　
　

野
上

市
　

和
紀　
　
　

86　
　

東
多
羅

谷
口　

勝
博　
　
　

70　
　

豊
後
迫

馬
庭　

ヨ
シ
子　
　

85　
　

田
口

中
䑓　

イ
子　
　
　

91　
　

床
浪

籘
﨑　

慶
二　
　
　

62　
　

大
窪

川
畑　

ユ
キ　
　
　

89　
　

牧
神

◎
隼
人
地
区

寺
園　

枝　
　
　

95　
　

住
吉
９

德
永　

春
香　
　
　

75　
　

東
林
寺

岩
﨑　

ヱ
ミ　
　
　

91　
　

津
曲

中
田　

純
男　
　
　

82　
　

中
城
上

山
口　

敏
雄　
　
　

78　
　

御
前
馬
場
西

池
田　

一
雄　
　
　

88　
　

見
次
４

木
藤　

茂
雄　
　
　

71　
　

住
吉
１

六
反　

義
孝　
　
　

85　
　

埓
下

秋
山　

ト
キ　
　
　

85　
　

中
福
良

◎
福
山
地
区

野
村　

俊
一　
　
　

92　
　

麓

松
﨑　

ミ
ヨ
子　
　

85　
　

砂
走

德
留　

義
行　
　
　

81　
　

比
曽
木
野

肥
後　

一
馬　
　
　

83　
　

小
廻

原
田　

直
一　
　
　

91　
　

磯
脇

４
６
９

道
義
高
揚
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

⃝
�

日
時
＝
５
月
18
日（
土
）午
前
７
時
30
分
ス

タ
ー
ト

⃝
�

場
所
＝
霧
島
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

⃝
�

参
加
資
格
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

⃝
�

参
加
料
＝
無
料
（
プ
レ
イ
料
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
１
０
０
０
円
な
ど
は
各
自
負

担
）

◎�

問
＝
霧
島
商
工
会
議
所
☎（
45
）０
３
１
３
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
じ
ま
し
た
。

春
ら
し
い
暖
か
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
。
今
年
も
ホ
オ

ズ
キ
が
芽
を
出
し
て
き
ま
し
た
。

楽
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
昨
年
屋

敷
中
の
ゆ
り
根
を
イ
ノ
シ
シ
に
掘

り
返
さ
れ
て
食
べ
ら
れ
、
全
て
な

く
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

一
本
だ
け
芽
を
出
し
て
い
ま
す
。

楽
し
み
で
す
。
自
然
の
移
り
変
わ

り
が
今
年
も
感
じ
ら
れ
て
う
れ
し

い
で
す
。（
ば
〜
ば
68
歳
女
性
）

●

「
う
れ
し
い
」「
楽
し
い
」
が
多

い
ば
〜
ば
さ
ん
。
自
然
を
見
て
一

喜
一
憂
し
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
、
う
れ
し

い
こ
と
は
自
分
の
す
ぐ
近
く
で
起

き
て
い
る
の
で
す
ね
。

今
、
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

交
流
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
留
学
生
と
し
て
日
本
の
大

学
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
日
本
の

こ
と
が
好
き
で
す
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
仲
良
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

価
値
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
体
験
し

ま
し
た
。
み
ん
な
と
歌
を
歌
い
被

災
地
へ
祈
り
を
届
け
た
り
、
料
理

教
室
で
料
理
を
作
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族

と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
日
本
の
文
化
や
普
通
の

家
庭
の
生
活
も
知
り
ま
し
た
。
日

本
人
は
親
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
霧
島
市
は
と
て
も
美
し

い
自
然
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う

の
で
帰
国
し
て
か
ら
ぜ
ひ
自
分
の

国
に
霧
島
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

（
Ｓｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｎ
ａ
21
歳
女
性
）

●

本
名
か
ら
す
る
と
中
国
の
方
で

し
ょ
う
か
。
霧
島
を
好
き
に
な
っ

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
人
の
交
流
を
続
け
る
こ
と

が
両
国
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

人
生
何
事
も
挑
戦
だ
と
思
い
、

先
日
４
日
間
の
救
命
救
急

の
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。
日
本

赤
十
字
社
の
方
が
熱
心
に
指
導
し

て
く
だ
さ
り
、
久
し
ぶ
り
に
頭
を

使
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
学
生
の

頃
は
勉
強
が
大
嫌
い
で
し
た
が
、

こ
の
年
に
な
る
と
案
外
勉
強
っ
て

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

４
日
目
は
筆
記
と
実
技
の
試
験

も
あ
り
、
結
果
は
１
か
月
後
…
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
合
格
の
確
率

は
50
％
か
な（
笑
）。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

で
き
た
ら
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
Ｇ

Ｅ
Ｔ
し
て
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
た
い
で
す
。（
ヘ
ル
パ
ー

見
習
い
29
歳
女
性
）

●

前
向
き
な
気
持
ち
を
持
て
た
と

き
に
勉
強
も
楽
し
さ
を
感
じ
る
の

で
す
ね
。
そ
の
楽
し
さ
が
ま
た
人

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
に
９
人
の
方
か
ら

お
は
が
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
新
コ
ー
ナ
ー
募
集
案
内
】

　

来
月
号
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
「
若

者
掲
示
板
」
が
始
ま
り
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
や
地
域
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

な
ど
活
動
紹
介
や
会
員
募
集
を
掲

載
し
て
、
も
っ
と
仲
間
を
増
や
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

c
o

m
m

u
n

i
t

y

学
生
時
代
か
ら
30
年
ぶ
り
に

電
車
に
乗
り
ま
し
た
。
い

つ
も
は
車
で
の
移
動
で
す
。

普
通
列
車
（
各
駅
停
車
）
そ
れ

も
ま
た
う
れ
し
い
。
車
窓
か
ら
見

え
る
桜
島
を
見
て
い
る
と
桜
島
が

大
噴
火
。
私
の
眼
は
釘
づ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
隼
人
駅
か
ら
乗
車

し
た
高
校
の
男
子
生
徒
。
三
人
の

学
生
は
楽
し
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
一
人
の
生
徒
が
政
治
の
こ

と
を
語
り
始
め
ま
し
た
。
阿
部
首

相
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
中
国
、
朴
大
統
領

の
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
話
。
そ

の
会
話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

短
い
会
話
で
し
た
が
、
こ
の
若
者

た
ち
が
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
明
る
い
未
来
を
見
た
よ

う
で
し
た
。

霧
島
の
若
者
も
「
ま
だ
ま
だ
捨

て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
な
」
と
思
い
、

私
の
心
の
中
で
「
あ
な
た
た
ち
そ

の
会
話
が
今
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、

未
来
の
日
本
を
頼
み
ま
す
よ
」
と

願
い
ま
し
た
。（
57
歳
女
性
）

●

高
校
生
た
ち
が
政
治
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
に
頼
も
し
さ
を

感
じ
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
も
子

ど
も
た
ち
に
は
無
限
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

３
月
２
日
は
主
人
の
79
回
目

の
誕
生
日
で
し
た
。
主
人

が
傘
寿
、私
が
喜
寿
と
重
な
り「
お

め
で
た
い
」
と
の
こ
と
で
、
３
人

の
娘
婿
さ
ん
た
ち
の
計
ら
い
に
よ

り
ホ
テ
ル
で
食
事
会
を
開
い
て
く

れ
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
か
ら
借
り
た
赤
い
帽
子

と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
せ
ら
れ

て
、
総
勢
15
人
で
お
い
し
く
中
華

料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
み
ん
な
が
元
気

で
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
で
す
。

私
た
ち
も
寄
る
年
波
に
は
勝
て

そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
ご
近
所
の
方
た
ち
や
子
ど
も

の
家
庭
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、

世
間
の
波
に
逆
ら
わ
な
い
よ
う
、

自
然
の
風
に
身
を
ま
か
せ
な
が
ら

体
に
気
を
つ
け
て
生
活
で
き
た
ら

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
３
人
の

婿
さ
ん
た
ち
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

こ
れ
か
も
よ
ろ
し
く
。（
７
人
の
孫

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
76
歳
女
性
）

●

子
ど
も
や
お
孫
さ
ん
に
囲
ま
れ

て
幸
せ
で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
で
す
。
す
て
き
な
自
分
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
新
し
い
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

日
差
し
も
暖
か
さ
を
増
し
、

外
に
出
か
け
る
機
会
が
増

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
当
時
に

花
粉
症
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
辛

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
て
、

３
月
11
日
を
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
２
年

が
た
ち
ま
し
た
。
当
初
わ
ず
か
な

額
で
は
あ
り
ま
す
が
気
持
ち
を
寄

せ
た
も
の
の
、
日
々
私
用
に
追
わ

れ
最
近
は
忘
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。「
百
聞
は
一
見
に

し
か
ず
」。
６
月
に
主
人
と
東
北

へ
出
か
け
て
き
ま
す
。
何
か
で
き

な
い
か
。
大
き
な
こ
と
は
で
き
な

い
け
れ
ど
何
か
得
て
帰
る
つ
も
り

で
す
。（
旅
人
50
歳
女
性
）

●

人
間
の
記
憶
は
ど
う
し
て
も
薄

れ
る
も
の
。
旅
人
さ
ん
の
よ
う
に

思
い
だ
し
た
と
き
に
行
動
に
移
す

こ
と
が
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と

な
っ
た
東
日
本
大
震
災
か

ら
２
年
。
岩
手
、
福
島
、
宮
城
の

現
状
を
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
見
聞
し
、

一
日
も
早
く
復
興
し
て
ほ
し
い
と

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

孫
た
ち
が
地
震
の
前
年
、
福
島

で
サ
ッ
カ
ー
の
全
国
大
会
に
出
場

し
、
会
場
と
な
っ
た
あ
の
「
Ｊ
ビ

レ
ッ
ジ
」。
今
は
東
京
電
力
の
社

員
の
寮
が
立
ち
並
び
多
く
の
方
々

が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

孫
が
「
悲
し
す
ぎ
る
出
来
事

だ
」
の
言
葉
に
胸
が
痛
み
ま
す
。

被
災
者
の
方
々
の
ご
苦
労
ご
心
配

本
当
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
遠

い
鹿
児
島
よ
り
復
興
を
祈
っ
て
い

ま
す
。（
サ
ッ
カ
ー
大
好
き
女
性

66
歳
女
性
）

●

私
も
被
災
地
に
行
き
、
実
際
に

そ
の
現
状
を
見
て
、
津
波
の
力
の

大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
悲
し
み
の
中
で
も
頑
張
っ

て
い
る
人
間
の
た
く
ま
し
さ
を
感

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No163/2013.4）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から霧
島珈琲を５人の方にプレゼント。
応募締め切りは4月26日（金）当
日消印有効です。当選の発表は、
商品の発送を持ってかえさせてい
ただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

澤典子さん（国分）
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4PRESENTS
お便りをくださった方の中から
関平鉱泉水100％使用

遠赤外線焙煎したコーヒー豆と霧島の名泉関平鉱泉から最高のコーヒーがで
きました。プレミアムな味わいをあなたに。
ホットでもアイスでもあなたのお好みで。 ストレートコーヒー・無糖＝１本 980円
◦�コーヒーショップで販売＝霧島国際音楽ホールみやまコンセール店（営業時
間10:00 ～ 16:00・定休日は月曜日で祝日の時は翌日） 
◦イオン隼人国分店（年中無休）
◎ ＝㈱フードデザイナーズＮ

ノ
ＯＡ

ア
H  ☎（73）4243

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

◎人口／128,201人（－28）
男性／ 61,661人（－25）
女性／ 66,540人（－３）
出生100人／死亡 99人
転入279人／転出309人
◎世帯数／58,796世帯（－24）

（平成25年３月１日現在）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

霧島市携帯サイト

ア
ジ
ア
に
向
け
最
先
端
の
地

国
分
で
28
年
間
に
渡
り
居
酒

屋
を
経
営
さ
れ
て
い
る
中
吉
修

二
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ

ミ
ン
に
支
店
を
出
さ
れ
て
約
２

年
。
先
日
、
帰
国
さ
れ
お
話
を

伺
う
機
会
を
得
ま
し
た
。

領
土
問
題
な
ど
も
あ
り
中
国

な
ど
に
替
わ
り
ベ
ト
ナ
ム
へ
の

日
本
企
業
の
進
出
が
著
し
く
、

現
在
約
５
０
０
社
、
１
万
人
の

日
本
人
が
働
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

市
街
地
の
一
等
地
に
構
え
ら

れ
た
店
舗
は
、
連
日
、
日
本
人

客
を
中
心
に
大
繁
盛
。
お
客
に

は
日
本
の
農
林
水
産
物
を
ベ
ト

ナ
ム
に
売
り
込
も
う
と
す
る
農

業
団
体
や
自
治
体
の
関
係
者
も

訪
問
。
鹿
児
島
県
関
係
者
の
動

き
が
少
な
い
こ
と
に
懸
念
を
抱

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
ほ
と
ん
ど
の

人
が
英
語
を
話
し
、
中
吉
さ
ん

も
独
学
で
会
話
力
の
向
上
に
努

め
ら
れ
従
業
員
や
お
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
か

ら
日
本
の
若
者
へ
の
英
語
教
育

の
必
要
性
を
強
く
訴
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
情
熱
に
満

ち
た
行
動
力
と
高
い
技
術
力
に

裏
付
け
ら
れ
た
経
営
哲
学
の
示

唆
が
あ
り
ま
し
た
。
国
際
空
港

の
あ
る
ま
ち
霧
島
市
。
国
際
交

流
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
を
見

詰
め
直
す
良
い
師
を
得
ま
し
た
。

図書館だより▶▶▶
移動図書館日程表（４月～９月分）

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ない方も、インターネット接続可能な
携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

巡回時間と駐車場 午前
午後

【国分：しろやま号】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

1 自衛隊福島官舎 
9:50〜10:10

広瀬特貸宿舎 
10:20〜10:40

ニュー福島団地 
10:50〜11:10

国分南ニュータウン 
11:15〜11:35

ロイヤルシティ新町 
14:20〜14:40

奈良田団地 
14:50〜15:10

郡田ゆうゆうタウン 
15:25〜15:45

宮ノ前ニュータウン 
15:50〜16:10

３
水

8 
水

3 
月

19 
金

1 
木

3 
火

2 検校橋団地 
9:50〜10:10

西山下団地 
10:20 ～ 10:40

児童体育館近く 
10:50 ～ 11:10

大野原団地 
11:20 ～ 11:40

四方田団地 
14:20〜14:40

ニュータウンこいかん橋
14:45〜15:05

夕日ヶ丘団地 
15:10〜15:30

名波ハイタウン 
15:35〜16:00

４ 
木

9 
木

4 
火

23 
火

2 
金

4 
水

3 鹿銀国分マンション 
9:50〜10:10

サンコーポラス国分重久
10:15〜10:35

新清水団地 
10:40〜11:00

片平・三郷 
11:05〜11:25

グリーンヒル郡田 
14:20〜14:40

つつじヶ丘ニュータウン
14:45〜15:05

天神台団地 
15:15〜15:30

重久団地 
15:35〜16:00

５ 
金

10 
金

5 
水

24 
水

6 
火

5 
木

4 清水橋（姫城消防詰所近く）
9:50〜10:10

夢ヶ丘ニュータウン 
10:20〜10:40

サンヒルズ重久 
10:45〜11:05

敷根消防詰所横 
14:20〜14:40

川内団地 
14:50〜15:10

上井団地 
15:15〜15:30

城山団地 
15:45〜16:05

９ 
火

14 
火

６ 
木

25 
木

7 
水

６ 
金

5 松木公民館 
9:50〜10:10

野口西高城 
10:25 ～ 10:45 国分南小学校　13：10〜14：00 10水 22水 7金 2火 8木 10 

火15水 11火 4木

6 敷根新馬場 
9:50〜10:10

福島尾籠商店前 
10:25 ～ 10:45 青葉小学校　　13：10〜14：00 11木 16 

木
11火 3水 9金 11 

水7金 9火

7 川原小学校　　　10：45〜11：00 国分北小学校　13：10〜14：00 17 
金

12 
水

4木 12 
木2火

8 木原小・中学校　10：10〜11：00 国分西小学校　13：10〜14：00 21 
火

13 
木

５ 
金

13 
金

9 平山小学校　　　10：30〜11：00 上小川小学校　13：10〜14：00 15水 14 
金

9火 18 
水22水 3水

10 塚脇小学校　　　10：20〜11：00 国分小学校　　13：10〜14：00 23 
木

24 
月

10 
水

19 
木

11 持松小学校　　　10：20〜11：00 霧島小学校　　13：10〜14：00 24 
金

25 
火

11 
木

20 
金

12 大塚団地 
9：45〜10：05

樗木段住宅 
10：15〜10：40

福山小学校
13：10〜14：00

大廻地区公民館
14：20〜14：40

12 
金

28 
火

26 
水

12 
金

16 
金

25 
水

13 配本および図書搬送 永水小学校
13：10〜14：00

サンビレッジ団地
14：20〜14：40

29 
水

27 
木

17 
水

26 
木18木 20火

14 配　　　　　　　　本 向花小学校　　13：10〜14：00 17水 30 
木

28 
金

18 
木
21水 27 

金

配　

 

本

国分保育園・あけぼの理容・愛の園幼稚園・国分小学校・清水保育園・あおば幼稚園・アメニティ国分・重久保育園･舞鶴園･新光保育園 17 
水

28 
金

21 
水

さくら保育園・浄光保育園・国分西保育園・東国分保育園・下井保育園・敷根保育園・いずみ理容・ひかり保育園 30 
木

18 
木

27 
金

ED
IT

O
R

'S

丸尾滝で何組かの観光客の方が記念撮影をしていたので「撮りま
しょうか」と声をかけ、皆さんを撮影。すると一人の方が「霧島は

いいところですね」と言ってくれた。ふるさとを褒められるってうれしい
ですね。今年度も、ふるさとの魅力をたくさん発信していきます（み）

今年は大隅国が誕生して1300年の節目の年。ゆかりの史跡を撮影
に。普段何気なく参拝している神社や通りすがりの史跡にこんな

歴史があり、こんなつながりがあるのかと驚きの連続でした。今年はさま
ざまなイベントがあるので、この機会に古里の歴史を学びたいです（う）

家族で映画を見に行った。コメディ映画かと思ったら、バスが爆
発したり、人間が死んだりとちょっと怖いアクション映画だっ

た。映画を見終わった後、妻が「腕が筋肉痛になった」と言う。「なぜ」
と聞くと、「ずっと目と耳を押さえてた。どんな映画だった？」だとさ（た）

今回で最後の編集後記。２年間の広報担当でしたが、人とのつなが
りの中で得たものは私の財産となりました。急な取材にも快く引き

受けてくれた市民の方、そして同じ職場の先輩、本当にお世話になりま
した。今まで私と関わってくれた方に感謝の気持ちでいっぱいです（は）

桜の花も散り始めたころ暖かな気候に
誘われて霧島神宮方面に車を走らせ
た。緑に覆われた霧島山。そんな雰囲
気を醸し出している岩があった。池の
中の岩は緑色のコケに覆われ、そのコ
ケは傷一つなく、まるでふかふかのじゅ
うたんのようだ。場所は霧島神宮近く
の神水峡と呼ばれているところで５㌔以
上離れた霧島山のお鉢の噴火によって
流れ出た溶岩流の末端にあたる（た）

苔
こけ

の霧島山（霧島地区）
3月31日　午後２時47分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18～135㎜
F3.5 ～ 5.6　1/80　F5.0　ISO400

今月の表紙

イベント名 日　　時［対　象］ 場　所
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） ５月 4日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ５月 6日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 ４月27日（土）、５月11日（土）・25日（土） 
14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋

５月 2日（木）16：00 ～ 16：30［赤ちゃん］
５月 3日（金）11：00 ～ 11：30［幼児］
４月21日（日）11：00 ～ 11：40［幼児･小学生］
子ども読書の日「おはなしの部屋」（おはなし母さん）

隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ５月12日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ４月20日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

お話の時間（紙ふうせん） ５月20日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

おはなし広場 ４月27日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

【隼人：はやとすずかけ号】午前中の配本は地区公民館のみ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

1 宮内地区公民館　　　　　10：30〜11：00 小浜小学校 
13：05〜13：50

隼人保育園 
14：00〜14：15

新川団地 
14：25〜14：40

11 
木

17 
金

14 
金

2 
火

16 
金

13 
金

2 富隈地区公民館　　　　　10：30〜11：00 万膳小学校 
13：10〜13：40

湯の里団地 
14：30〜14：40

三田坪 
14：50〜15：05

12 
金

21 
火

18 
火

3 
水

19 
月

17 
火

3 中福良地区公民館　　　　14：00〜14：10 中福良小学校 
13：20〜13：50

陵南幼稚園 
14：10〜14：30

天降川団地 
14：50〜15：10

17 
水

22 
水

19 
水

9 
火

20 
火

18 
水

4 松永地区公民館　　　　　10：30〜11：00 安良小学校 
13：15〜14：00

溝辺営農研修センター 
14：15〜14：30

溝辺住宅 
14：45〜14：55

わいわい児童クラブ 
15：00〜15：10

18 
木

23 
木

20 
木

10 
水

21 
水

19 
木

5 日当山地区公民館　　　　10：30〜11：00 竹子小学校 
13：15〜14：00

空港南タウン 
14：30〜15：00

富隈児童クラブ 
15：30〜16：00

19 
金

24 
金

21 
金

11 
木

23 
金

20 
金

6 天降川地区共同利用施設　10：30〜11：00 佐々木小学校 
13：15〜14：00

日当山児童クラブ 
14：40〜14：55

宇都団地 
15：00〜15：20

23 
火

28 
火

25 
火

12 
金

27 
火

24 
火

7 小浜地区公民館　　　　　10：30〜11：00 中津川小学校 
13：05〜13：50

日当山春光園 
14：15〜14：35

はぴね隼人 
14：50〜15：10

24 
水

29 
水

26 
水

16 
火

28 
水

25 
水

8 姫城地区公民館　　　　　10：30〜11：00 三体小学校 
13：15〜14：00

姫城地区公民館横 
14：40〜14：55

悠楽館 
15：15〜15：35

25 
木

30 
木

27 
木

17 
水

29 
木

26 
木

9 小野地区公民館　　　　　10：30〜11：00 牧園小学校 
13：00〜13：45

牧園農村活性化センター 
13：55〜14：10

姫城児童クラブ 
14：45〜15：15

26 
金

31 
金

28 
金

18 
木

30 
金

27 
金

※夏休み中の学校への貸出は行いません。

霧島珈琲をプレゼントします

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。
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